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平成平成平成平成２１２１２１２１年第年第年第年第３３３３回南丹市議回南丹市議回南丹市議回南丹市議会会会会９９９９月月月月定例定例定例定例会会会会会議録会議録会議録会議録（（（（第第第第２２２２日日日日）））） 

平成２１年９月８日（火曜日） 

 

議事日程議事日程議事日程議事日程（（（（第第第第２２２２号号号号））））    

平成２１年９月８日 午前１０時開議 

    日程第 1   一般質問 

    

本日本日本日本日のののの会議会議会議会議にににに付付付付したしたしたした事件事件事件事件    

    日程第 1   一般質問 

 

出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（２５２５２５２５名名名名））））    

 1 番 仲   絹 枝    2 番 大  一 三     3 番 高 野 美 好 
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 11番 川 勝 儀 昭    12番 藤 井 日出夫    13番 矢 野 康 弘 

 14番 森   嘉 三    15番 仲 村   学    16番 外 田   誠 
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 20番 村 田 憲 一    21番 松 尾 武 治    22番 高 橋 芳 治 

 23番 八 木   眞    24番 村 田 正 夫    25番 谷   義 治 

 26番 吉 田 繁 治 

 

欠席議員欠席議員欠席議員欠席議員（（（（なしなしなしなし））））    

 

事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名    

        事 務 局 長            勝 山 秀 良                    局 長 補 佐   森   雅 克 

  主 任   西 田 紀 子     主 任   安 木 裕一郎 

 

説明説明説明説明のためのためのためのため出席出席出席出席したしたしたした者者者者のののの職氏名職氏名職氏名職氏名    

市 長     佐々木 稔 納     副 市 長     岸 上 吉 治 

教 育 長     牧 野   修     参 与     國 府 正 典 

参 与     浅 野 敏 昭     参 与     中 島 三 夫 

総合政策担当部長 

兼総合政策室長 

    大 野 光 博     総 務 部 長  
松 田 清 孝 

企画管理部長     上 原 文 和     市 民 部 長     西 村 良 平 
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福 祉 部 長 

兼福祉事務所長 

    永 塚 則 昭     農林商工部長     神 田   衛 

土木建築部長     山 内   明     上下水道部長     井 上 修 男 

教 育 次 長     東 野 裕 和     会 計 管 理 者     小 寺 貞 明 

 

午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時００００００００分開分開分開分開議議議議    

 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    皆さん、おはようございます。 

ご参集、ご苦労さんでございます。 

ただいまの出席議員は２５名であります。 

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 

日程第日程第日程第日程第１１１１    一般質問一般質問一般質問一般質問    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） それでは、日程に入ります。 

日程第１「一般質問」を行います。 

通告により、順次発言を許します。 

９番、小中昭議員の発言を許します。 

小中議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（９９９９番番番番    小中小中小中小中    昭昭昭昭君君君君）））） 皆さん、おはようございます。議席番号９番、南風会所属

の小中昭でございます。議長の許可を得ましたので、今議会、一般質問のトップバッタ

ーとして通告にしたがいまして、災害時における通信の確保について、生産森林組合の

今後の指導育成について、地域マネジメント法人について、市の管理する公園や幼稚

園・保育園・小学校にある遊具の点検について、以上、４点質問させていただきます。 

  今年も異常な気象で、自然災害が多発した夏でございました。７月２１日には山口県

で、２４日には九州北部で、さらに翌２５日には、広島県東広島で過去最高の２４時間

積算雨量を更新するなど、各地で記録的な集中豪雨がございました。さらに８月９日か

ら１０日未明にかけ、台風９号の影響により西日本は、大雨に見舞われ、兵庫県佐用町

では、９日午後８時からの１時間降水量が観測史上最大の８９㎜に達し、佐用川の増水

により。死亡者や行方不明者が多数出ました。また、８９６棟の家屋が全半壊するなど、

甚大な被害が発生いたしました。さらに８月１１日には、駿河湾を震源とするマグニチ

ュード６．５、震度６弱の地震が発生し、死者１名、負傷者２３７名、一般住宅の半

壊・一部損壊６，８４２棟、また、高速道路の路肩の決壊などの被害があったことは、

記憶に新しいところでございます。それぞれ被害に遭われました皆様に、心よりお見舞

いを申し上げたいと存じます。 

それでは、質問に入ります。まず、災害時における通信の確保について、お伺いをい

たします。 
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９月１日は、防災の日、また、防災週間ということで防災に関する様々な取り組みが

全国各地で取り組まれておりました。９月５日には、平成２１年度京都府総合防災訓練

が京都府立丹波自然運動公園において、府内の消防署・消防団・警察など多くの関係機

関、新聞報道によりますと、９３０人の参加で開催をされました。本市でも、昨年の１

１月に南丹市総合防災訓練を開催、さらに広報なんたんの昨年、６、７月号では特集で、

災害からまちを守ると題し、自助、共助、公助に分けて詳しく災害について、８ページ

もの特集を組まれ、市民向けに発信しておられました。また、本年は、ハザードマップ

も完成し、市内全戸配布をされており、防災についての意識向上に努められております。

そこで災害時における通信についてでありますが、本市では、防災行政無線の整備が

着々と進められており、本年は、美山地域での工事が進められており、完成が待たれて

いるところでございます。防災行政無線は、携帯電話の基地局の倒壊などによる公衆通

信網が遮断された場合でも使用できるようになっているとありますが、実際は、どうで

しょうか。２００４年１０月２３日に発生いたしました新潟県中越地震で被災された、

当時の山古志村の村長でありました衆議院議員の長島忠義先生の講演を聞く機会があり、

興味深く、また、災害発生時の生々しい様子を伺いました。また、先生の書かれた本も

読ませていただきましたが、その中であのような大災害時には、電気、水道、道路など

のライフラインは当然のこと、携帯電話の基地局の倒壊で携帯電話は不通、さらに行政

防災無線の基地局さえも倒壊し、通信が遮断されたようであります。仮に防災行政無線

が機能していても、あくまでも一方通行であります。被災地の災害状況を役所が把握す

るのに、かなりの時間を要したそうであります。災害状況の把握が遅れることにより、

救助、救援が遅れることになります。災害発生時の協定については、本市でも合併後に、

京都市、京都中部広域消防組合、また、府内全自治体との総合応援協定をはじめ、昨年

には、社団法人京都府ＬＰガス協会南丹船井支部、近畿コカコーラボトリング株式会社、

南丹市管工事協会、南丹市建設協会の皆様と協定を結ばれ、昨年の防災訓練では、同時

に訓練がなされており、非常に意義深いものがございました。災害時の通信連絡の確保

について私は、アマチュア無線に着目してみました。アマチュア無線クラブの災害時な

どにおける協定について調べてみますと、東京や横浜のような大都市の区をはじめ、全

国各地の市町村でも、アマチュア無線の愛好家で結成されているクラブとの協定が結ば

れている自治体がたくさんございます。先日の京都府総合防災訓練でも通信訓練の名目

で、社団法人日本アマチュア無線連盟京都府支部が災害応援協定に基づく活動に、ボラ

ンティア登録されている会員をもって実施されておりました。アマチュア無線は電気な

どのライフラインが寸断されていても、自動車のバッテリーなどで通信が可能でありま

す。アマチュア無線を有効に活用することにより、災害状況の早期、または、的確な把

握が可能になります。アマチュア無線クラブの活動は、すでに現在、毎年開催されてお

ります日吉ダムマラソンや美山で開催されている自転車ロードレースの各大会で、大会

本部と各関門所の連絡など、活躍いただいて、大会に大変なご協力を願っております。



 - 4 -

本来、このような協定は相手方からの申し出により、結ばれるのが本来の姿かも知れま

せんが、行政側から相手方に協力をお願いしていくことも必要ではないかと考えますが、

アマチュア無線クラブとの災害時における協定について、市長のご所見をお伺いいたし

ます。 

次に、生産森林組合の今後の指導育成について、お伺いいたします。 

生産森林組合は現在、園部地域で１６、八木地域で４、日吉地域で３、美山地域で９、

組織されております。早いところでは、園部町域で昭和２９年に組織化されております。

本市の森林面積はご案内のように５４３㎢であり、総面積の８８％が山を占めており、

まさに森林のまちでございます。本市の基幹産業であります林業は、長引く木材価格の

低迷や少子高齢化による後継者不足もあり、山に人が入らなくなり、森林の放置や荒廃

が進んでおります。さらに、松くい虫による松枯れの被害や、最近では、カシノナガキ

クイムシによるナラ類の立ち枯れ被害が多く出ております。また、杉や檜の植林地では、

鹿に葉を食べられたり、また、熊や鹿に樹皮をはがされたりと、獣害も多く発生してお

ります。さらに、これに追い討ちをかけるように、１６年１０月の台風２３号での地滑

りや倒木、さらにまた、本年１月１０日からの異常な大雪による倒木など、甚大な被害

をもたらした自然災害も発生しており、いまや森林は危機的な状況にあります。生産森

林組合は、木材の収入がないことに追い討ちをかけるように、唯一の収入源であった松

茸は、先ほど申し上げましたように、松くい虫による松枯れの拡大などにより、松茸の

収量が以前に比べると激減しております。比較的に裕福な生産森林組合もあるようです

が、私の知っている範囲の生産森林組合の経営状況は、ほとんど収入がないのにもかか

わらず、毎年の府や市への法人税の支払いに苦慮しているのが実際であり、組合経営は、

大変厳しく、組合の存続すら危ぶまれるような状況にございます。このような状況から、

生産森林組合を解散して、地縁団体にする動きがあり、実際に園部町域で解散された組

合がございます。この組合の当時の組合長さんが解散し、地縁団体にするまでの事務的

な手順などについて、昨年、京丹波町で勉強会が開催されまして、私も参加をいたしま

したが、非常に難しいものでございました。現在、解散に向けて取り組まれている組合

もあるように伺っておりますが、事務的な作業などがかなり煩雑であることなどから、

なかなか解散に至る組合は、少ないようであります。そこで地縁団体の移行手続きの助

言や手助けを行政としてできないものか、お伺いをいたします。 

また、今後の林業の状況が好転することを期待しますと、今、解散せずにいることも

大事なことではないかと考えます。そこでお伺いいたしますが、このような組合の経営

状況でありますので、法人税の減免措置などは、できないものでしょうか。 

以上、２点、市長のご所見をお伺いをいたします。 

次に、地域マネジメント法人について、お伺いいたします。 

今、国では過疎高齢化地域の機能回復と地域や集落維持のため、地域マネジメント法

人の立ち上げ、育成支援を検討している、このことが新聞報道されました。農水省が示



 - 5 -

している地域マネジメント法人の考え方では、ＪＡや農業生産法人、会社やＮＰＯ法人、

一般社団法人など、法人形態は、問わずに、小学校区程度の複数の集落で１法人を形成

することを標準に想定し、集落機能維持の生活支援サービスや環境保全活動などへの支

援を検討しております。また、中山間地等直接支払制度の見直しと、農地・水・環境保

全向上対策に加え、新たな直接的な支援を行うことで、農山漁村の活性に欠かせない所

得、就業機会の確保、地域コミュニティの維持、環境保全を下支えするのがねらいであ

ります。この法人は、地域で生活支援サービスや環境保全活動など、国などの公的機関

が認定・支援し、農山漁村活性化につなげる、これを農水省は２０１０年度の予算の概

算要求の目玉にするとありました。そこで、この法人ですが、現在、美山町にある旧Ｊ

Ａの支所跡を活用して、住民出資による営利目的だけでなく、地域内の福祉活動、農地

の保全や農業振興、さらには、都市交流事業などに取り組まれている地域活動を支援す

る有限会社が、各小学校区ごとに存在しており、地域にはなくてはならない形で努力し

ていただいております。これらのことに取り組まれている美山地域の有限会社は、まさ

に農水省が示している地域マネジメント法人そのものでございます。この法人が振興会

と表裏一体の活動を展開することにより、地域の再生や高齢者が安心して暮らせる地域

づくりとなると考えます。農水省は、８月３１日、２０１０年度農林水産予算の概算要

求を外務省に提出いたしましたが、今回の衆議院選挙で圧勝、与党となった民主党は、

新政権下で概算要求を抜本的に見直す方針を表明しており、今後の予算の内容は、もち

ろん、編成のありけたも変わることが予想されますが、国や府の取り組みにより、市が

そのことを評価し、財政支援を含め、行政支援を行うことが肝要であると考えますが、

現時点での市長のご所見をお伺いいたします。 

次に、市の管理する公園や幼稚園・保育園・小学校にある遊具の点検について、お伺

いいたします。 

老朽化した遊具や間違った利用などによる遊具の事故は、各地で発生しているようで

すけれども、遊具による事故量を見てみますと、事故があれば、かなりの大怪我をされ

ていることがたくさんございます。子どもたちのこのような事故を未然に防ぐために、

市が管理する公園の遊具や保育園・幼稚園・小学校などに設置されている遊具の点検に

ついては、どのぐらいの頻度で点検がなされているのか。また、その点検は職員が行っ

ているのか、専門業者に委託されているのか、市長並びに教育長にお伺いをいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 小中議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） 皆さん、おはようございます。それでは早速でございますが、

小中議員のご質問にお答えをいたします。 

  まず、第１点目に、災害発生時における協定につきましてご質問をいただきました。 

ご質問でも触れられていただきましたように、去る９月５日に、丹波自然運動公園に

おきまして、京都府総合防災訓練を実施いただきました。南丹市からも多くの皆様方、
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諸団体をはじめとする皆様方にも積極的なご参加を賜る中で、初期の目的が達成できた

ものと大変ありがたく存じております。また、市におきましても、昨年の市の防災訓練、

また、様々な広報を通じまして、市民の皆様方の安心・安全の確保、また、防災に対す

る取り組み、これを進めておるところでございます。こういった中で、今、ご質問にご

ざいましたように、南丹市観光事業協会、また、南丹市建設業協会の皆様方との協定を

結ばさせていただております。それぞれのご関係の皆様方のご理解に対しまして、心か

ら感謝いたしておるところでございます。こうした中で、アマチュア無線の関係につき

ましては、アマチュア無線の愛好者の皆様方が市内で実施されております、各種の事業

にも積極的なご参加をいただく中で、ご活動をいただいておるということは、大変あり

がたく存じておりますし、また、こういった中で、この災害時における支援策として、

アマチュア無線の重要性というのは大変大きいものがあるというふうに、私も認識をい

たしております。現在、京都府において、社団法人日本アマチュア無線連盟京都支部と

協定を結ばれております。有事の際の情報通信活動の支援策として連携をされておると

ころでございます。また、本市におきまして、仮に災害が発生した場合には、京都府へ

の支援要請により、この団体からのご支援を受けられることになっております。こうい

った中で、私どももアマチュア無線の皆様方とも連携を組まなければならないと思って

おりますけれども、実は５日の日に午前中、防災訓練がございまして、そのあと、南丹

市におきましても、国際交流会館における講演会、そして、各種団体の皆さん方にご協

力をいただく中で展示をしていただきました。そういった際にも救助犬のことにつきま

して団体の方からも、やはりより有効な活用方法についても、各自治体においても検討

されるべきじゃないかというふうなご助言もいただきました。ただいま、小中議員から

ご指摘をいただきましたアマチュア無線クラブの皆さん方の考え方、また、こういった

救助犬の皆さん方の考え方も十分踏まえる中で、これからも南丹市における防災体制の

確立のために、さらに努力をしていかなければならないと思っておりますので、それぞ

れのご関係の皆様方のより一層のご理解や、また、ご協力を賜りますことをお願いをい

たす次第でございます。 

  次に、生産森林組合の課題につきまして、ご質問をいただいております。 

ご質問にもいただいております京都府知事の認可を受けており、法人登録をされてお

られます生産森林組合が南丹市内には、３２組合ございます。この多くは、昭和４１年

に制定されました入会林野等近代化法によりまして、権利関係の整備等から設立された

ものというふうに承知いたしております。昭和３０年前後に約６組合、昭和４７年から

５９年までに２５組合、また、平成１１年に１組合というふうに設立されております。

ご質問の中でもございましたように、この設立当時と比較しますと、木材価格っていう

のは、大体５分の１から７分の１まで、今、下がっておるという中で、また、野生鳥獣

の問題、また、松茸の激減というふうな状況の中で、この組合経営というのは、大変困

難な状況であるというふうなことは、十分認識をいたしておるところでございます。た
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だいまご指摘のございました法人税、固定資産税というのが大変負担になっているとい

うことも認識をいたしておるわけでございますけれども、今、この現行の税法上の問題

から申しますと、この課税を免除するというのは、やっぱり大変困難な状況であるとい

うふうなことでございます。こういった中で先ほどご質問にございましたように、平成

１９年に１組合が地縁団体へ移行されております。ご質問にもございましたが、平成２

０年の１０月に、この生産森林組合の皆さん方を対象に、京都府におきまして勉強会を

開催いただきまして、今後の地縁団体への移行ということにつきましての説明会と言い

ますか、勉強会をしていただきました。こういった中で解散後の権利問題、また、清算

所得にかかる法人税等の問題、それぞれ簡単ではない課題がたくさんあるということで

ございますけれども、市といたしましても、こういった実態に十分に対応していくため

には、やはりこの種々の方策、すなわち地縁団体が望ましいと組合さんが判断されまし

たら、その設立に向けての助言とか、お手伝いということは、当然させていただくのが

私どもの責務だというふうに考えております。それぞれ困難な中で組合運営にご尽力い

ただいております皆様方、これはもう、まさに地域の振興につきましての大きな核でも

ございますので、十分それぞれ課題につきましては、ご相談をさせていただき、お手伝

いをさせていただきたく存じておりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

次に、地域マネジメント法人という、これの育成支援ということが農林水産省のほう

で打ち出されました。農山漁村集落が担ってきた生活面、生産面等の機能を維持・再生

し、定住及び活性化に資するための法人、ふるさと元気法人という名称をつけて、育成

するための支援であるというようなことで、平成２２年度の概算要求に盛り込まれてお

るというふうに承知いたしております。具体的にご質問の中でもございましたように、

複数集落での範囲として、地域社会を維持する活動を担う地域マネジメント法人の立ち

上げを国が直接支援すると。そのための自己資本充実のための出資支援、また、集落が

支え合う体制づくりの支援ということを対象にしていただいております。特に、美山町

におきまして、先般、農林水産省の農村振興局の幹部の皆さん方が、二度にわたりまし

てお越しいただきました。こういった中で住民出資の有限会社、そして、また、振興会

の調査をしていただきましたし、また、それぞれのご関係の皆さん方からの意見もお伺

いをしていただくことができました。まさに、このマネジメント法人の立ち上げという

段階の中で、この南丹市における実態も調査いただいたということは、大変ありがたく

存じております。こういった中で、このような組織がモデル的な取り組みとして、とら

まえていただいておるという認識をいたしておりますので、今後、今、既存の法人等を

基本にして、この制度を活用できるものがあれば、十分に活用していきたいというふう

に考えておりますし、また、必要に応じて、その辺の情報収集も含めて、積極的な取り

組みをしていきたいというふうに考えております。ご質問の中でもございましたように、

この地域マネジメント法人というのは、５年間にわたる施策でもあります。まさに一つ

の大きなチャンスであるというふうに私も認識いたしております。積極的な活用をして
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いかなければならないというふうに考えておりますので、また、それぞれのご助言や、

また、ご協力を賜りますようによろしくお願いを申し上げます。 

次に、市の管理する公園における遊具の点検、もうこれは皆様方もご承知のとおり、

遊具の問題につきましては、新聞紙上等でも大変安全管理というものが話題になってお

ります。私どもの南丹市都市計画公園は、各居住区の憩いの場所となる街区公園１８カ

所を含めて、２３カ所の公園を、都市計画決定をいたしております。現在、１８カ所の

公園を供用開始しており、そのうち遊具を設置してある公園は１４カ所でございます。

遊具の点検につきましては、市の職員が３カ月ごとに点検表に基づきまして、巡回点検

を行っておりますし、もちろん支障がある場合には、早期に修繕等行っておる現状でご

ざいます。学校が、また、長期の休みになります夏休みにおきましては、見回りの強化

の図っております。当然、点検の結果、危険と判断した遊具は、使用停止をしておりま

すし、また、専門業者に再度点検確認いただき、修繕、撤去なども行っておるのが実情

でございます。小学校等の遊具につきましての点検等につきましては、教育長のほうか

ら答弁をさせていただきます。 

以上、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 続いて、答弁を求めます。 

牧野教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（（（（牧野牧野牧野牧野    修君修君修君修君）））） 皆さん、おはようございます。小中議員の遊具の点検について、

お答えをいたします。 

幼・保・小学校に設置されている遊具の安全点検につきましては、専門業者に委託し、

年１回実施をしているところであります。この安全点検で不良箇所の指摘があった遊具

については、修繕及び撤去を行っているところであります。また、毎月、職員、教職員

による目視による点検を行い、安全確保に努めていることを申し上げて、答弁といたし

ます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 小中議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（９９９９番番番番    小中小中小中小中    昭昭昭昭君君君君）））） ありがとうございました。アマチュア無線クラブとの協定

につきましては、市長もご理解をいただいておりますので、ぜひともですね、早い時期

にですね、協定を結んでいただくようにお願いしたいと思います。私も２０数年間、こ

のアマチュア無線に関わっておりますし、また職員の中にも、こういった有資格者がお

られると思いますので、支所や、また本庁、それから災害の現場との連絡あたりもスム

ースに相互通信ができますので、早い段階での設立ができたらなと思っております。 

        生産森林組合につきましては、減免については、無理なことは十分承知しておりまし

たけれども、解散なり、また、次の団体への移行手続き、非常に煩雑なものがございま

すので、ぜひともですね、森林組合や市のあたりとタイアップしていただいて、ご相談

があればあたっていただきたいと思いますので、これもよろしくお願いしておきたいと

思います。 
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  それから、マネジメント法人の関係でございますけれども、本当にこの美山町におき

ます有限会社につきましては、設立当時から住民なり、また、集落が出資して、本当に

地域に根ざした存在の有限会社でございますので、まさに国が言ってるのと、まったく

同じでございますので、新たに法人を立ち上げるのではなくですね、今、先ほど市長も

おっしゃいましたように、既存する法人をうまく活用してですね、この国の方針にのっ

て進めていただけたらなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

  遊具の関係につきましても、定期的に行われるということで確認をいたしました。 

それぞれ理解をいただいておりますようですので、ご答弁は、結構でございます。あ

りがとうございました。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、小中議員の質問を終わります。 

  次に１１番、川勝儀昭議員の質問を許します。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１１１１１番番番番    川勝川勝川勝川勝    儀昭儀昭儀昭儀昭君君君君）））） 議席番号１１番、活緑クラブの川勝儀昭でございます。

議長の許可をいただきましたので、ただいまより私の一般質問に入ります。 

今回は、３点質問をいたしますが、まず１点目に行政組織について、お伺いいたしま

す。 

１８年の４町合併以降、もうすぐ４年が経過いたしますが、この間、合併して良かっ

たのか、どうなのか、様々な意見を私なりに聞いてまいりました。合併協議の中では、

スケールメリットを活かしたまちづくりや、合併特例の交付税の増額によるまちづくり

の推進等々、それなりに市民は、希望をもって新生南丹市に期待をしてまいりました。

しかし、今、聞かれる市民の声は、まったく逆のご意見がほとんどであります。後継者

不足や京野菜等の特産品の伸び悩みなどによる農林業の施策の行き詰まり、公共工事の

減少による土木建築業の大幅な減退、少子高齢化と人口減少と定住促進不足等による賑

わいをなくした商店街、福祉施策の充実不足など、様々なご意見をいただきます。こう

いった住民サービスの低下につながる一つとして、総合支所としての位置づけの堅持と

１２月末をもって任期切れとなる、重要な役割を担われてこられた各参与の引退後の支

所の体制について、お伺いいたします。 

１９年７月に合併協議に反する大幅な組織再編が実施され、支所職員は、半減されま

した。以降、組織再編による住民サービスの低下の現状をどのように市長は、認識され

ているのか、あわせてお伺いいたします。 

この件は、本年３月議会においても同様の質問をいたしました。その中で支所長を部

長級にし、本庁・支所間の連携を強めるという提案もさせていただきました。また、参

与の任期延長ということも考えられます。３月議会において、総合支所としての機能を

守っていくという理念に立ち、十分な検討を進めているという市長答弁でありましたの

で、６カ月経過し、また、残り３カ月余りとなった今議会において、その検討結果につ

いて、再度お伺いいたします。 

続いての質問でございますが、大変申し訳ございませんが、通告が間違っておりまし
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たので、佐々木市長にご答弁をいただきたいと思います。 

次に、まちづくりの推進について、お伺いいたします。 

今まで同僚議員も含め、強く要望等をしてまいりましたが、南丹市の玄関口である八

木駅舎の改築と周辺整備についてであります。政府の経済危機対策の一環として、よう

やく駅舎改築の調査費６００万円が７月臨時議会において補正計上されました。今後、

どのようなビジョンをもって、これにあたられるのか、お伺いいたします。 

老朽化した八木駅舎は、蒸気機関車の走る頃から改築もされず、踊り場のない急な細

い階段と、ホームにも雨よけの屋根も少なく、法改正による２３年までの駅のバリアフ

リー化には、該当せずとも、早急な対応が必要であります。高齢者や妊婦や障害者の

方々は、片手に荷物を持ち、また、片手に小さな子どもを携え、手すりをもって危険な

階段を昇り降りされている現状であります。駅舎改築には、八木駅西地区区画整理事業

との関連もあります。同時に、八木駅東側の周辺整備との関わりも出てまいります。ま

た、市道八木中央線との連結や公立南丹病院への通院者の利便性も確保しなければなら

ないと考えます。今後、ＪＲとの協議や財源措置等も考えていかなければなりません。

また、財源措置においては、八木駅舎改築のための基金も造成する必要も考えられます。

以上のことを踏まえ、事業実施に向け、周辺整備や今後の推進スケジュール、また、財

源措置等について、佐々木市長のビジョンや考え方について、具体的にお伺いいたしま

す。 

最後に、入札制度における契約規則について、お伺いいたします。 

防災行政無線の美山エリア設置工事における入札において、結果的に１社入札となり、

予定価格の公表により、多額の工事費を負担することとなり、結果的には９９．６７％

という高落札率となりました。この契約内容の是非については、同僚の松尾議員からの

指摘のとおりであります。理事者からは、今回の契約については、正当な契約であると

の認識でありますが、公平、公正と競争性の原則から、入札を実施しなければならない

という観点に立ち、今回のような１社入札となった場合は、電子入札か否か、また、一

般競争か、指名競争かにかかわらず、入札不成立となるよう契約規則の変更が必要では

ないかと考えます。市長の所見をお伺いいたします。 

以上であります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 川勝議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、川勝儀昭議員のご質問にお答えいたします。 

  総合支所のあり方につきましてのご質問をいただきました。 

合併以降、３年半以上が経過する中で、今、合併して良かったと思っていただけるよ

うなまちづくり、まさに課題なわけでございますが、様々な困難の状況の中で大変課題

も多いことも事実でございます。こういった中で、南丹市におけるそれぞれの支所、こ

の中で、大変人員削減等も行う中で、効率的な、また、住民サービスの低下を来たさな
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いような行政の推進、これが大きな課題でありまして、こういった中で職員の皆様方、

大変な大きな課題の中でも、努力をいただいておるというふうに感じております。こう

いった中での今日までの議会でのご質問をいただいておりますけれども、私は、それぞ

れ困難な状況の中で、主住民サービスの低下を来たさない、この行政サービス、これを

実施いたしておるというふうに、自負をいたしておるところでございますけれども、各

支所における人員、これは本庁との連携をさらに強める中で行政を推進していく。この

ことによって、住民サービスのさらなる向上を図っていく、このことが私どもに課せら

れた責務であるというふうに考えております。こういった中で、それぞれの支所長を兼

務いただきました参与さん、それぞれ合併直後のこの４年間、それぞれの立場におきま

してのご尽力を賜っておりまして、合併協議における参与というお立場を設置していた

だきました。この効果と申しますか、この設置というのは、大変有意義であったという

ふうに考えておりますし、今、大変なご活躍をいただいておるというふうに認識をいた

しております。しかしながら、こういった中で参与さんの任期っていうのは、４年以内

というふうな形で合併協議が進められておりますので、本年１２月で任期満了になると

いうことになっております。こういった中で、ご退任をいただくわけでございますけれ

ども、今後、来年１月以降も本庁・支所、この連携をさらに強める中での支所における

総合支所方式、これを継続し、さらに住民サービスの向上に努めていきたいというふう

に考えておるところでございます。この組織のあり方、今後の支所の役職等のあり方に

つきましては、今、検討を続けておるところでございます。こういった中で、先ほど申

しましたように、本庁、支所の連携をさらに強め、総合支所方式としての継続を行う中

で、住民サービスの向上につながるような組織づくりということを検討課題といたして

おりますので、ご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  次に、ＪＲ八木駅舎の改築等の問題につきましてのご質問をいただきました。 

７月の臨時議会において補正計上いたしまして、ご可決をいただきました八木駅舎等

整備計画調査業務につきましては、この結果を基本といたしまして、事業内容を十分に

精査するとともに、今年度策定を予定しております都市再生整備計画も踏まえた上で、

ビジョンを検討してまいりたいというふうに考えておるところでございます。ご指摘を

いただきましたように、この八木駅舎の整備という課題につきましては、南丹市総合振

興計画にも記載いたしておりますとおり、南丹市における大きな事業として位置づけて

おります。また、駅周辺整備という問題もご質問の中でもいただきましたが、これとと

もに進捗できるような体制で取り組んでいかなければならないと思っております、こう

いった中で、駅舎の改築、バリアフリー化の問題につきましては、私どもも今日までＪ

Ｒ西日本さんに、再三にわたり強い要望を続けておるところでございます。また、この

駅舎というのは、西日本さんの、ＪＲさんの持ち物でもございます。こういった中で、

十分にこの改築にもつながるような形の中で、駅周辺整備とともに進められますように、

この辺の計画を推進するための整備計画調査業務を補正計上させていただいたところで
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ございます。スムースにこの事業が進みますように、今後ともの努力をしていきたいと

思っておりますし、この財源の問題につきましても、こういうことも踏まえながら検討

をしなければならない、いうふうに考えておりますので、ご理解、ご協力を賜りますよ

うにお願いを申し上げます。 

  次に、入札についてのご質問をいただきました。 

１社入札の不成立の扱いにつきましてのご質問でございますが、私は、一般競争入札

において、１社入札の一般的な考え方として、入札者が１社でありましても、競争性は、

十分確保されており、有効であるというふうに考えております。そういった中で、国に

おきましても、公共工事の入札及び契約手続きの改善等につきましては、最低制限価格

の引き下げ、また、予定価格の事前公表の取り止め等について、地域の建設業の経営を

取り巻く環境が厳しい状況にあることにかんがみ、適切に対応すること、というふうな

要請もされておるところでございます。市の予定価格の事前公表につきましては、平成

２０年４月より、市の建設事業執行審議会の答申を受け、実施しております。また、予

定価格を探るなど不正行為、また、情報漏洩等が防止できるという効果、電子入札にお

ける短時間での執行等を考え、今後も実施していくことと考えておりますけれども、弊

害が生じる場合におきましては、南丹市建設事業等執行審議会にお諮りし、取り止めを

含めて適切な対応をしていかなければならない、こういうふうに考えております。 

高落札率の問題につきましては、その案件の対応につきましては、談合の疑いがない

かの調査を実施するとともに、内訳書の内容等調査の上、取り扱うことといたしておる

ところでございます。 

入札制度の今後の改革といたしましては、一般競争入札の拡大、また電子入札の拡大、

最低制限価格の引き上げ、さらには、予定価格の検証と合わせ、高落札率の取り扱いを

検討してまいりたい、このように考えておるところでございます。これは一般論として

行政事務という、これももちろん入札も含めてでございますが、その時点で考えられる、

また、努力して、できる限りのベストの状況の中で行うことが、私どもの責務であると

いうふうに考えております。また、こういった中で様々な課題等も生じるわけでござい

ますの、よりベターなものに改善していくということは、私どもの責務であるというふ

うに考えておりますので、今後ともこういった視点に立って、より良きものを求めて、

行政の構築をしていきたいというふうに考えておりますので、今後とものご理解や、ま

た、ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

  以上、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

  川勝議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１１１１１番番番番    川勝川勝川勝川勝    儀昭君儀昭君儀昭君儀昭君）））） ご答弁を受けて、再度、質問をさせていただきます。 

  まず総合支所の関係でありますが、今、市長からも各参与の重要性、また、それぞれ

の支所においての大切な役割を担ってこられたということでありますが、今、市長もお
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っしゃられていたとおり、通常業務は、仮に参与制がなくなったとしても、こなせてい

けるかと思われますが、やはり支所というのは、それぞれ課題が多く出てくるものであ

ると思われます。その中で、やはり支所長を設置されるにあたっては、それなりの職員、

また、権限を持たせた中で、これから対応していかなければならないと思いますし、先

ほども申し上げましたけれども、３月議会において、前向きに検討中ということであり

まして、６カ月待った中で、もうあと３カ月しかないということで、この話をもう一度

出させていただいたわけでございますけれども、今まで検討されてきた経過ですね。も

うこれ１２月いうたら、すぐにやってくるわけでございますけれども、それをお伺いを

しております。検討結果が出ておるのであれば、今、お伺いをしたかったわけでござい

ますけれども、今の答弁では、連携強化に努めて、まだ検討中であると。３月と同じ答

弁内容であります。ですから、３月から今まで６カ月間どういう検討されてきて、どう

いうふうに来年から持っていくんだという検討経過で結構でございますので、再度お伺

いをいたします。 

  それと、駅舎の関係でございますけれども、検討委員会の結果を踏まえて、ビジョン

を検討していくと。当然、総合振興計画も参考にした中で検討していくんだと、ビジョ

ンを検討していく。私が申し上げたいのは、様々な今、提案もさせていただきましたが、

市長としてのご意見、独自の、いわゆるまちづくりについてのご意見、ビジョンはない

のかということをお伺いをいたしておりますので、それも、もう一度、質問させていた

だきます。 

  三つ目にですね、今の入札の関係でありますが、当然、自治体としての経費も落とし

ていかなくてはなりませんし、予定価格の事前公表というのは、今、市長もおっしゃら

れたとおり、いわゆる予定価格の漏洩の防止であったりだとか、談合等の防止等のため

にとられてきた中で、予定価格の公表ということになっておろうと思いますけれども、

予定価格の公表の是非については、当然、今後、検討して、いい方向に持っていってい

ただければいいと思うのですけれども、私が申し上げておるのは、今回の入札の是非に

ついて、今、ここの美山エリアの関係でありますが、このことの是非について、私が今、

質問をさせていただいたものではありません。いわゆる今後ですね、こういった１社入

札に、結果的になった場合にですね、いい例が今回の防災行政無線であると思いますけ

れども、いわゆる端数をとっただけの有効高落札率になったという事実があります。例

えば、南丹市の契約規則３３条の第１項には、これは競争入札の場合でありますけれど

も、いわゆる、なるべくという表現でありますけれども、５社以上を指名しなければな

らないという定義がされておりますけれども、これも当然、競争性があった中で、公

平・公正にされるべきということで定義がされておるものと思われます。私が申し上げ

ておるのは、一般競争入札であれ、指名競争入札であれ、今回も条件つきの一般競争入

札であったようでありますけれども、結果的に１社になったということで、こういった

落札率になったのだと思われますが、それをですね、今後の話で、今後の話、そういっ
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た場合にこの規則変更が必要ではないのかということを、今、質問させていただいてお

るわけでありますので、今後、いわゆる規則の変更の検討がされるのか、されないのか

ということもお伺いをいたします。 

併せてですね、今、高落札率の場合、談合等の疑いがないかということで調査云々と

いうご答弁がありましたが、今回、これ１社で高落札率があったのですけれども、いわ

ゆる今回、そういった調査がされたのか、どうなのか。当然１社でありますので、談合

ということは、考えられないと思いますけれども、当然、結果的に高落札率であったと

いうことに関しての調査がなされたのか、なされていないのか。 

また、今の建設事業執行審議会なり、指名委員会でですね、こういったあたりの言う

なれば、高落札率となった結果について、調査なり、検討もされたのか、そこら辺りも

併せてお伺いをいたします。 

  以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは再質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、来年１月以降の総合支所のあり方、このことにつきましては、本年３月議会で

もご質問をいただいた中で、今、検討を続けておるという先ほどの答弁に申したとおり

でございます。こういった中で、やはり一番大きな課題というのは、総合支所として、

どのように存続をさせていくのか。また、そういった中での住民サービスの向上を果た

す。こういった中での取り組みという中を組織面として、どう構築していくのかという

ことが課題でございます。先ほどの答弁でも申しましたように、参与さんには、本年の

１２月でご退任されるということでございますので、こういった体制の中で、その役職

も含めて、また、さらなる本庁との連携を強める、こういった中でのポストのあり方、

こういうことにつきましても、今、検討を続けておるというのが現状でございます。当

然、この１月になりましたら、スムースな行政の執行、支所の運営をしていかなければ

ならないということでございますので、今、その辺りも含めて、検討を続けておるとい

う現状でございますので、ご理解をいただきたい、このように思っておるところでござ

います。 

  また、八木駅舎の改築の問題につきまして、市長としてのビジョンは、どうかという

ことでございましたが、私自身、先ほどの答弁で述べさせていただいたとおりでござい

ます。当然、７月議会におきまして補正可決いただきました、この八木駅舎を含めまし

た整備計画、この調査業務について十分に行う中で、今後の財源措置も含めた整備が、

スムースに進むような形の中で取り組んでいく。このために必要な業務を、今、調査し

ておく、このことの重要性にかんがみまして実施したところでございます。今後、都市

再生整備計画、こういうことを踏まえた上で積極的な推進に努力をしていきたいと、こ

のように考えておるところでございますので、ご理解を、また、ご協力を賜りますよう



 - 15 - 

お願いを申し上げます。 

  また、入札の問題につきまして、先ほど来、お話をさせていただいておりますとおり、

当然、公平、公正、競争性、こういった原理の中で入札ということを執り行うわけでご

ざいます。こういった中で、ご指摘のいただきました１社入札、一般競争入札におきま

しては、十分その競争性も確保されており、有効であるというふうに考えております。

先ほど申しましたように、今後の課題といたしまして、それぞれの改革の課題があるわ

けでございます。こういった中で十分な検討をしていく中で、先ほど申しました公平、

公正、競争性、こういった原則を踏まえながら実施をしていけなければならない。その

ためには、先ほど申しました、よりベターなものを構築するために、規則の変更という

ことも考慮していかなければならないことは、当然であるというふうに考えております。

指名委員会等の取り扱いにつきましては、総務部長のほうからお答えをさせます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 松田総務部長。 

○○○○総務部長総務部長総務部長総務部長（（（（松田松田松田松田    清孝君清孝君清孝君清孝君）））） 私からは、２点につきまして答弁をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

  高落札率となった調査についてということでございました。この関係につきましては、

今日までのご質問等におきましても、ご答弁させていただいておりましたけれども、入

札に際しましては、内訳書を提出をさせております。その内訳書を調査をいたしまして、

落札というふうにしたところでございます。 

それと、高落札率についての検討ということでございます。 

この関係につきましては、南丹市におきましては、入札監視委員会というのを設置を

させていただいております。この内容で年に２回、前期、後期と、それぞれかかわりま

した入札について、委員の中からその内容、科目を出していただいて、そこで検討をい

ただいておるというのが現状でございますので、よろしくお願いをいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 川勝議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１１１１１番番番番    川勝川勝川勝川勝    儀昭君儀昭君儀昭君儀昭君）））） 総合支所の関係でございますが、私も含めて、同僚議

員もいろいろと意見を持っております。市民サービスの低下、これは人によって、いろ

いろ受け取り方が違うと思われます。しかし、私が市民から聞くのは、第１質問で申し

上げましたとおり、本当に住民サービスが事細かには申し上げませんけれども、低下を

しておるという事実は、否めませんので、前向きな検討、総合支所としての位置づけを

守っていただくように、よろしくお願いを申し上げます。この部分は、答弁は結構でご

ざいます。 

        次、八木駅舎の関係でございますが、結局、その検討委員会等も踏まえた中で、市長

としてのビジョンをさせていただくということであろうと思いますが、一国一城の主で

ありますので、いわゆる南丹市の玄関口である南丹市、これは本当に大きな南丹市とし

ても、八木町としても、大きな課題であると思われます。やっぱりそれに対して、市長

がどういうふうにやっぱりしていくのだ、周辺整備もどういうふうに進めていきたいの
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か、調査費６００万円あげた結果を見て、どれがいい、これがいいじゃなくて、やっぱ

り私は市長として、それなりの当然、骨格と申しますか、ビジョンは、持たれた中で、

この６００万円というのを積まれたことであろうと思っておりましたので、本当に市長

として、この八木駅周辺をどうするんだと。地元の意見も当然、聞かなくてはなりませ

んけれども、やっぱり市長として首長として、やはりそれなりの私は、考えが必要であ

ると思いますし、その考えをもってまちづくりも推進していかなければならない、その

ように思いますので、もう一度その点、ご答弁をいただきたいと思います。 

  あと、契約規則のことも含めて、入札の関係でありますが、変更も含めて、検討をし

ていくということでございますので、当然、今回の入札が有効であったという答弁であ

りますけれども、結果的に１社で、競争性が本当に働いていたのか。当然、今、競争性

が働いていたというような答弁でありましたけれども、１社入札で、結果論かも知れま

せんけれども、この頃、確か電子入札ではない、集まられてやられた分だと思うのです

けれども、電子入札。電子入札、第１質問で申し上げましたけれども、電子入札であろ

うがなかろうが、一般であろうが、競争であろうが、やっぱり競争性を働かせるという

のは、やっぱり１社入札という中で、私は、働いてなかったんじゃないかなというふう

に思いますので、その点も含めて、もう一度。 

それと、先ほど申し上げましたけれども、指名競争入札、指名委員会の中でですね、

当時は前副市長、仲村副市長だったかも知れませんけども、事前にですね、こういうこ

とが予想されなかったのか。また、そういった検討がですね、事前になされなかったの

か、予想がつかなかったのか、その点についても最後でありますが、お伺いをしておき

ます。 

  以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） 八木駅周辺の課題につきまして、市長としてのビジョン。こ

れは以前から私は、この議会におきましても申し上げておりますとおり、この駅舎だけ

の問題を取り出して、このことをできるわけではございませんし、また、八木駅の西口、

ここで土地区画整理事業等につきましての住民の皆様方の積極的なお取り組みも、今、

なされておるところでございます。また、南丹病院の新病棟も西口のほうに設置をされ

ました。こういった中での、やはり整合性をもった中で、この駅舎の問題も検討してい

かなければならない。そして、旧八木町におきまして、それぞれの検討や、また、計画

も進められてまいりました道路や河川の問題もございます。これを整合性をもって、進

めていく、このことが大変重要な事柄だというふうに考えております。こういった中で、

やはり現時点において、このような計画をさらにスムースに推進するためには、やはり

この計画につきましての見直しと調査につきましても、足らない分を、今、行っていか

なければならないと。こういった中で、この結果を踏まえた上での事業内容についても、
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精査をするとともに、今後、スムースにこの計画が進めるようにやっていくことが、私

どもの責務であるというふうに考えておりますし、そのことが市としての姿勢でござい

ますし、私としての、市長としてのビジョンでございます。どうぞ、この部分、十分ご

理解を賜る中で、この事業推進に対してもご理解や、また、ご協力を賜りますように、

お願いを申し上げる次第でございます。 

  また、入札制度につきまして、先ほども申しておりますように、１社入札ということ

につきましても、一般競争入札におきましては、十分競争性は、十分確保されておると

いう観点に立って、この入札を実施をいたしておるところでございます。こういった中

で、今、ご意見がございましたけれども、私どもは、そのとき、でき得る限りの状況の

中でベストなことをやっていく、このことが責務であるというふうに考えておりますし、

よりベターなものを求めて改善していくことは、やぶさかでないし、もちろんこれが必

要なことであるというふうに考えております。こういった中で、今後とも努力をいたし

てまいる所存でございます。 

また、指名委員会の件につきましては、総務部長のほうから答えさせます。 

  以上でございます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 松田総務部長。 

○○○○総務部長総務部長総務部長総務部長（（（（松田松田松田松田    清孝君清孝君清孝君清孝君）））） 指名委員会での中で、１社入札についての予想がつかなか

ったかというご質問でございました。 

指名委員会の関係につきましては、一般競争入札で実施するということを、議論をし

たところでございまして、その時点では、予想はつかなかったというように認識をいた

しておるところでございます。 

     以上、答弁とさせていただきます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、川勝議員の質問を終わります。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

再開は午前１１時２０分といたします。 

午前午前午前午前１１１１１１１１時時時時０５０５０５０５分休憩分休憩分休憩分休憩    

…………………………………………………………………………… 

午前午前午前午前１１１１１１１１時時時時１９１９１９１９分再開分再開分再開分再開    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 休憩をとき、休憩前に引き続いて会議を続けます。 

  次に、３番、高野美好議員の発言を許します。 

  高野議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（３３３３番番番番    高野高野高野高野    美好君美好君美好君美好君）））） 日本共産党・住民協働市会議員団の高野美好でございま

す。議長の許可を得ましたので、選挙と財政について、２点質問を行います。 

  去る８月３０日衆議院選挙が投開票され、自民・公明与党は惨敗を喫しました。この９

月１６日にも、民主党中心の新しい政権が誕生することになっております。日本共産党は、

自公政権と対決をし、自公政権を退場させようと訴え続けてきただけに、有権者が下した、
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この審判を、日本の政治にとって大きな前向きの第一歩として歓迎をしたいと思います。

日本共産党は、比例代表選挙で現有９議席を確保いたしました。選挙を通じて、建設的野

党としての日本共産党の役割を訴えてきましたが、民主党中心の政権に対して、良いこと

には協力、消費税増税や憲法改悪など悪いことにはきっぱり反対、問題点は、質すという

立場で、どんな問題でも国民の利益に立って積極的に働きかけ、現実政治を前に動かすた

めに奮闘していきたいと考えております。この間、小泉内閣が強行してきた構造改革路線

は、すべての分野で暮らしを、破壊をいたしました。使い捨ての不安定雇用が全労働者の

３人に１人にまで広がり、年間収入が２００万円にも満たない、働く貧困層が１，０００

万人を超え、人間は物ではない、若者から夢と希望を奪う社会でいいのかと、切実な声が

沸き起こりました。また、社会保障予算を毎年２，２００億円削減した結果、医療も、年

金も介護も、深刻な危機にさらされ、医療難民、介護難民などと言われるような事態にま

で広がってしまいました。さらに庶民には、高齢者控除の引き下げ等々で年間５兆円の増

税を押し付けながら、大企業には法人税の引き下げ、大資産家には、証券優遇税制等によ

り、年間７兆円もの行き過ぎた減税が実施されるなど、弱肉強食の政治が貧困と格差に追

い討ちをかけました。こんなひどい政治は、もうごめんだという国民のごうごうたる声が

自民・公明政権を退場させた原動力であったことは、疑う余地がありません。新しい政権

は、この国民の声を的確にとらえ、それに応えていくことが求められております。すでに、

自公政権の下で、４月に廃止された生活保護の母子家庭への加算復活や高校授業料無料化、

無駄な公共事業として、二つのダム建設の見直しなど、前向きの変化がつくられてきてお

ることは、評価できることであります。以上のことを踏まえ、以下、市長の見解をお聞き

をいたします。 

１点目に、今回の選挙で自公政権が大敗し、民主党中心の政権となります。南丹市を含

む京都４区では、佐々木市長が熱烈応援された無所属候補は、落選、南丹市唯一の議席で

あった自民党現職も惨敗をいたしました。市長は、選挙結果をどう受け止められておりま

すか。今の心境について、お尋ねをいたします。 

２点目に、有権者は、この間の弱肉強食、効率優先、官から民へと加速をされた新自由

主義路線、構造改革路線を否定する結果を出しました。そのことによって、国の予算審議

や法案審議はもとより、これまでの施策が見直され、地方自治体にも大きな影響を及ぼす

ものと考えられますが、選挙結果を受けて、行政執行のあり方を修正するお考えがあるの

か、お伺いをいたします。 

  次に、今回の総選挙においては、期日前投票が大幅に増加をいたしました。南丹市にお

いても、本庁と各支所に投票所が設けられましたが、各支所では、開始日が８月２２日と

本庁より４日遅れで開設をされました。なぜ、そのようなことになっているのか、まず理

由を、ご説明をいただきたいと考えます。本来、有権者の選挙投票の公平性を保つために

は、公職選挙法で定められているように、公示日の翌日から一斉に投票所を開設すべきだ

と考えますが、今後、行われる選挙では、変更する意思があるのかどうかについても、お
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伺いをいたします。 

  もう１点、選挙に関わって質問をいたします。 

今回の選挙から、管理職員の投開票事務手当が廃止をされたとお聞きをしましたが、そ

うであれば、まず、その理由をお聞かせをください。選挙事務は、選挙管理委員会の職員

以外は、本務以外の業務であり、その職務に従事した場合、それに見合った手当を支給す

ることは、行政管理者としての市長の当然の責務であるはずです。管理職は、管理職手当

を支給しているとのことで、選挙手当を支給しないとされているようですが、選挙事務は、

管理権限の及ばない事務であり、手当を支給しないことは、違法性さえ疑われますが、市

長のご所見をお伺いをいたします。 

  次に、平成２０年度会計決算について質問をいたします。 

平成２０年度一般会計決算並びに１０特別会計決算の認定議案が本議会に上程をされま

した。市長は、提案理由の説明で、経常収支比率は９７．７％に、実質公債費比率は１９．

７％となり、昨年度よりもさらに悪化が進み、大変厳しい財政状況が続いていると説明を

されました。しかし、その原因については、一言も触れられておりません。合併前には、

合併しなければ各町の財政は、破綻をする。合併すれば黒字となり、その資金で生活環境

の整備や住民サービスを充実させることができる。また、合併の最大メリットである合併

特例債を活用して、道路や橋りょうなどの生活環境の整備を進めると、宣伝をされてまい

りました。しかし、今や合併を推進してきた人たちの中からも、こんなはずではなかった

との声が聞かれるようになっております。美山町には、穴ぼこだらけの市道や幅員狭小で、

しかも老朽化した橋りょうがたくさんございます。平成１７年度から２１年度までの南丹

市過疎地域自立促進計画には、橋りょうの整備として、佐々里向條線（不老橋）、下上巻

線（上巻橋）、鶴ケ岡線（旭橋）、南北線（南大橋）、下吉田小学校（下吉田大橋）、芦

生ハイノ線（須後橋）、田歌文教場橋（田歌大橋）、計７橋、総事業費１０億円の改良が

計画をされています。しかし、まだ改良計画は何ら示されておりません。そして、過疎法

は、平成２１年度をもって、一応失効することになっております。過疎債や合併特例債と

いえども借金なので、公債費縮減に努めるため、今後の活用は、しないとのお考えなのか。

それとも合併の最大メリットとして宣伝をしてきたので、積極的な活用を図るとお考えな

のか、ご所見をお伺いをいたします。 

同時に財政危機に陥っている原因を明らかにするとともに、合併に幻想を抱いてきた人

たちを含む、全市民への謝罪と今後の財政立て直しへの決意を表明されるべきと考えます

が、市長のご所見をお伺いをいたします。 

  最後に、もう１点お伺いをいたします。 

去る７月２８日に財団法人関西社会経済研究所が、平成１８年度決算に基づく自治体の

財政健全性に関する調査研究結果を発表し、新聞でも報道をされました。それによります

と、南丹市の財政の健全性の評価は、全国７７５市のうち、下位から５番目の７７１位。

関西では、１１８市のうち１１８番目と最下位に評価をされております。すなわち南丹市
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の財政運営は、関西一悪いと評価されたわけであります。この調査結果は、各自治体の建

設事業や地方債などの収支を除外した基礎的な経常収支についての指標を明らかにしてい

ます。地方交付税を経常的収入として算定した経常収支では、南丹市は、関西で６番目と

上位にランクされています。しかし地方交付税収入を除いた経常収支に住民一人当たりの

地方税収と高齢者比率を考慮した財政評価では、先に述べたとおり、関西最下位となって

いるわけであります。地方税収は少ない、高齢者比率は高い、しかも、今後も税増収は見

込めない、高齢者比率は、ますます高くなる南丹市は財政評価が下がるのは当たり前であ

ります。評価を上げようと思えば、さらに住民サービスをカットするか、リストラをさら

に推し進めるしか、手の打ちようがありません。地方交付税を無視した指標の算出方法に

も疑問が残り、研究方法にも問題があり、一般の指標となるものではないと考えておりま

す。今議会に提案をされています決算監査報告の結びで、この調査結果について、その内

容の分析と市民が理解できる説明の公表が必要であると、指摘をされておりますが、市と

して分析をされたのか、また、市民への公表をお考えなのか、市長のご所見をお願いをし

て、第１回目の質問を終わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 高野議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、高野議員のご質問にお答えいたします。 

ご質問の中で、８月３０日衆議院総選挙が実施されました。こういった中で、それぞ

れご質問の中でご意見も述べられたところでございます。私といたしまして、今回の結

果をどのように考えておるのか。当然、衆議院選挙における国民の民意、これがこの結

果ということでございますので、この点につきまして、十分深く受け止めなければなら

ない。当然、政権交代ということが現実的なものになったわけでございますので、今日

までの政権と、また、新たなる政権の中で、それぞれの政策につきましても変更が生じ

てくる。これは、十分に認識をする。こういった中で市として、どのような対応をして

いくのか。やはり市民の皆さん方の立場に立って、また、市のこれからの行政の推進の

中で、対応していかなければならないというふうに、深く受け止めておるところでござ

いますし、ただ、こういった中で地方自治というものは、私が申し上げるまでもなく、

そこに住まわれる市民のための行政を推進するわけでございますし、私も与えられた任

期の中で、この南丹市政の推進の中で、このことに十分踏まえながら、努力していかな

ければならないというふうに考えております。このことが政権交代によって変わるもの

ではないというふうに考えております。こういった中で、それぞれの支援につきまして

も、国や府、それぞれ関係機関との連携を強める中で市政を進めていくことが、本旨で

あるというふうに考えております。今後とも、こういった姿勢に立って、努力をしてい

きたいというふうに考えておりますので、ご理解やご協力を賜りますように、お願いを

申し上げる次第でございます。 

また、この選挙にあたりましての、期日前投票につきましてのご質問がございました。
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期日前投票の開設時期等につきましては、選挙管理委員会における決定事項でございま

すので、選挙管理委員会からお伺いしております、お話になるわけでございますけれど

も、ご答弁をさせていただきます。 

ご承知のとおり、この期日前投票ができる期間は、選挙によって異なり、市長、市議

選は６日間、府議選は８日間、知事、参議院選は１６日間、今回の衆議院選は、１１日

間でございます。平成１８年の知事選挙におきましては、各期日前投票所とも１６日間

開設されましたが、前半の８日間は４カ所を平均して、１時間あたり一人に満たない投

票数であったということでございます。期日前投票所は、１市町村あたり１カ所を設置

すればよいということになっておるところでございますが、南丹市においては、合併に

より広域になったために、旧町ごとに期日前投票所を設置しておるところでございます。

平成１９年の参議院選挙からは、本庁を除く各支所の期日前投票所については、投票者

数の少ない前半については、期間を短縮して実施しておるということでございます。ま

た、支所で開設していない期間につきましても、本庁において投票ができることになっ

ております。こういった現状でございますけれども、ただいまご指摘いただきましたご

意見につきましては、選挙管理委員会の事務局長を通じまして、選挙管理委員会の皆様

方にお伝えしていきたいというふうに考えておりますので、ご理解を賜りますようお願

い申し上げます。 

次に、この選挙事務にかかります管理職職員の選挙事務手当についてでございますけ

れども、正規の勤務時間外まで勤務をするために、超過勤務手当として支給されるのが

本来でありまして、選挙執行経費の積算基準におきましても、超過勤務手当として積算

をされておるところでございます。以前から、この会計検査の受検時におきましても、

管理職に対する選挙事務手当の支給に対しては、問題があるというふうな指摘も受けて

おります。本年３月議会におきまして、可決いただきました南丹市職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例におきましても、超過勤務手当の支給に関しまして、管理職

には適用しないことを明確にいたしたところでございます。そうしたことから、手当支

給の代替措置として、取り入れる可能な範囲の対応として、管理職には、代休措置を講

じ、９月末までに代休日を指定することにより、確実な取得を則しておるところでござ

います。いずれにいたしましても、現行条例におきましても、管理職への手当支給は、

管理職手当に限られておるというのが現実でございますので、この条例に則した適切な

対応ということの認識をいたしております。特に今、違法ではないかというようなお話

までございましたが、私は、この条例に則した中で、法令の遵守、条例の遵守というこ

とが私たちに課せられた責務であります。こういった中で、今回のこの措置につきまし

ては、まさにその法令を遵守した中での対応であるというふうに、認識をいたしており

ますので、ご理解を賜りますように、お願いを申し上げる次第でございます。 

次に、平成２０年度決算につきましての状況につきましてご質問がございました。 

大変厳しい自主財源の中で、地方交付税等を有効に活用しながら、様々なニーズに対
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応していく。まさに市民の皆さん方にとって、より良き行政サービスを提供していく。

また、合併して良かったと思っていただけるようなまちづくりを目指していかなければ

ならないということで、努力をいたしておるところでございます。しかしながら大変、

現実は厳しいものがあるわけでございまして、高野議員さんがご指摘いただいた点、

多々課題があるということは、認識をいたしております。こういった中で過疎債、合併

特例債の取り扱い、今後どうしていくのか、当然、過疎債につきましては、今後どのよ

うな形になるのか、予断を許さない状況でございますけれども、合併特例債も含めまし

て、こういった様々な制度等につきましても、有効に活用する中で、積極的な活用を進

めていかなければならないと思っております。しかしながら、やはり財政という問題が

大きく横たわるわけでございます。とりわけ地方自治体に対する今の健全な財政の確保

というのが、やはり一番大きな課題でもございます。この辺の整合性とも図りながら、

努力をしていかなければならないと思っておりますし、より有効な債権の活用というの

は、私どもも努力をしていけなければならないと思っております。 

こういった中で、ご質問のございました関西社会経済研究所の自治体の財政健全化に

関する調査結果の結果報告、これは、今、高野議員さんのご質問の中でも、それぞれご

指摘をいただいたとおりであるというふうに考えております。当然、この中身につきま

しては、地方交付税を除外するという措置がとられております。また、普通建設事業費

や、これらに充当した国府支出金等も除外されておる。こういった中で地域差のある地

方税収や、また、高齢化率も考慮して経常的なサービスに行う経費について、予測した

ということになっておるわけでございますけれども、こういった中で、関西でワースト

１というふうに公表されたわけでございますけれども、この分析途中における地方交付

税を除外する前では、関西で６位という評価もいただいておるところでございますし、

この分析というのは、ちょっとこのまま、ご質問にもいただきましたけれども、このま

ま丸飲みするわけにはいかないというふうな結果報告だというふうに、認識をいたして

おりますし、大変偏った分析ではないかというふうに思われます。とりわけ合併をいた

しました、まちにおきましては、合併特例債により、地方交付税が加算されておるわけ

でございますので、これにより大きく影響を受けておるというふうに考えておるわけで

ございます。こういった中で、逆に２００７年に月刊「現代」に掲載されました住みや

すいまちづくりでは、近畿で１番となっておるというふうな調査もあるわけでございま

す。こういった中で、やはり市民の皆さん方に、こういうふうな報道がされたというこ

とも踏まえまして、この内容につきましても、また説明をさせていただかなければなら

ないということで、今、その内容の検討、また、手法につきましても検討を進めておる

ところでございます。しかしながら、いずれにいたしましても自主財源が少なく、また、

面積の広い南丹市において、こういった中での行政評価等も積極的に実施する中で、財

政運営の効率化を一層進めていくことは、大変重要な課題であるというふうに考えてお

るところでございます。こういった中で、今、様々な調査結果等も、続々と報告されて
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おるわけでございますが、こういったことも、それぞれの調査の内容も十分検討する中

で、市政の中でより良きものにするために、活かしていかなればならないというふうに、

基本的には考えておりますので、ご理解を賜りますようにお願いを申し上げまして、答

弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

  高野議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（３３３３番番番番    高野高野高野高野    美好君美好君美好君美好君）））） それでは、２回目の質問をさせていただきます。 

  最初の選挙結果についてのご所見、予想したとおりの答弁であったわけでありますけ

ども。政権が変わるということでありますので、寄ってたたれるところは、少し変わる

かと思いますけども、今の答弁ですと、まあまあ受身にですね、とらまえているという

感じですけども。今の日本の政治が大幅に変わろうとするわけでありますから、地方自

治体の長として市民の目線に立って、新政権へですね、受身ではなしに新しい施策を提

言をするぐらいのですね、積極的な対応を、まずお願いをしておきたいと思います。 

そこで一つだけですね、お聞きをしておきたいのですが、民主党のマニフェストでは

ですね、後期高齢者医療制度については、廃止をしますと、こういうふうにうたわれて

おります。すでに参議院では、廃止法案が可決をされておるわけですが、この制度の廃

止についてはですね、どういうご見解をお持ちなのか、１点だけお聞きをしておきたい

と思います。 

  次に、期日前投票です。 

もちろん選挙管理委員会の決定ということではあると思います。南丹市域、非常に広

うございますし、今度の選挙で示されましたように、自分たちが投票すれば政権が変わ

るという、非常に１票の重たさをですね、多くの有権者が感じ取ったわけでありますか

ら、有権者の少ない各市町もですね、公示日の翌日から投票日の前日までの期日前投票

がですね、実施をできるように、ぜひとも、これは事務局長の裁量にかかっているのか

どうかわかりませんが、お願いをしておきたいと思います。 

  それから、管理職の選挙事務の問題です。 

会検の指摘があったとこういう話ですが、それでは会計検査員はそのことによって、

返還を求めるという決定を下した事例があるのか、ないのか、お聞かせをいただきたい

と思います。それから今回、全国的にやられておりまして、多くのところで市の職員、

町村の職員がかかわっていると考えられますけども、京都府内の状況、また、近隣の市

町村の状況について、把握をされているのかどうか、どういうふうな対応をされている

のか、お聞きをしたいと思います。 

  それから、今回の措置については、条例に基づいて適法なですね、対応をしてきたと

いうふうに市長は、答弁をされましたけども、本来この選挙事務っていうのはですね、

市の職員、また、市町村の職員が必ず携わらなければならない事務として、指定をされ

ているのかどうかについて、お聞きをしたいと思います。 
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  それから、最後に決算の状況です。確かに非常に厳しいと。起債も制限なりを受けて

くるというところにまでいっているわけですから、どんどん起債を借り上げて、進まな

いということは、もうはっきりしているというふうに考えますから、そういう状況を受

けて、市としては、どうするんだと。住民には約束してきたことは、なかなかできませ

んでと。こういうふうなことでいくのかどうかですね。それと、やっぱり事業の優先順

位というのをしっかりとっていかないと、まずいのではないかなと。昨年も子育て支援

策等のですね、住民サービスと言いますか、助成が切り下げられてきておりますけども、

まだまだ見直さなければならない問題がたくさんあると思います。先ほど、質問にあり

ました高落札の問題だとか、それから、私が再三指摘をしています誘致企業への奨励金

の問題、こういうようなものをですね、しっかりとやっぱり整理をしていく。また、今

回の土地区画整理事業の助成の問題なんかもですね、本当に優先順位としていいのかど

うかというところを、しっかりと見定める努力が必要であるということを指摘をしてお

きたいと思います。 

  それから、研究所が出しました件ですけども、監査委員さんの意見書がですね、結び

に書いてありますから、これ非常に重たい監査意見だと思うんです。私と市長の認識が

一致をしたわけでありますけども、それなら、それでしっかりとですね、公表すること

が必要であるというふうに考えますから、それについて、どうお考えなのか、お聞きを

して、２回目の質問を終わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） まず、政権交代に伴います、今、マニフェストの中で、後期

高齢者医療制度につきまして、どうなのかと。現時点でマニフェストから、まだ政権も

誕生いたしておりません。後期高齢者のマニフェストについては、廃止するということ

だけでございます。どうされるのか、このことがまったく明確になっていない。この現

状の中で、廃止ということだけがマニフェストでうたわれておる。私は、このことにつ

いては、大変無責任なことだと考えております。そして、また、今は、まだ政権ができ

てないわけでございますので、現時点において廃止されるかどうか、私の立場として、

今、どうするのかということについては、申し上げるべき時点ではないと考えておりま

す。当然、この国全体の制度でもございますので、こういった中で、この後期高齢者医

療制度をどういうふうに変えていくのかという明確なことが、今、これから論議をされ

る現状にあるというふうに認識しております。しかしながら現時点において、この現行、

様々な論議があった中で、今、誕生し、そして運営されておる制度、このことを日々着

実に業務に努めていくことが、私ども市役所の責務であるというふうに認識をいたして

おるところでございます。 

  次に、選挙事務関係につきまして、選挙事務手当。 

私の認識いたしておるところ、会計検査員からは、返還までは求められておりません。
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しかしながら、先ほどの答弁でも申しましたように、積算基準におきましても、超過勤

務手当として積算されておる。また一方、管理職職員については、超過勤務手当の支給

に関しては、適用しないということを３月議会におきましても、この条例において、明

確にしていただいたわけでございます。こういった中で、やはり先ほどの答弁で申しま

したように、法令を遵守する中で対応していくというのが、私どもの責務であるという

ふうに認識しております。他市の例につきましては、後ほど、担当部長のほうからお答

えをさせます。 

  次に、関西社会経済研究所の財政の調査結果につきまして、先ほどご指摘いただきま

して、ご答弁もさせていただきましたように、当然、市民の皆様方に誤解を生じさせて

もいけません。この内容につきまして、当然、内容、手法等も含めて、そのご説明につ

きましての内容を、検討をいたしておるところでございますし、速やかにその検討結果

につきまして、決定いたしまして、市民の皆様方に説明をさせていただきたい、このよ

うに考えておるところでございます。また、それぞれの財政運営上、それぞれの課題が

あるわけでございます。また、それぞれ、それまでの今日までの計画に根ざした中で、

それぞれの施策の方向性についても、お示しをしておるわけでございますが、こういっ

た中で、少ない財源の中で、これをいかに有効に使っていくのか、当然、優先順位のこ

とも考えていかなければなりません。新しい年度に向かっての、この事業につきまして

も、それぞれ検討を続けていかなければならない、このように思っております。こうい

った中で、こういう視点に立って、十分な検討をする中での適正な、また、より効果的

な財政運営に、また、事業実施に心掛けていかなければならないと考えておりますので、

ご理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 松田総務部長。 

○○○○総務部長総務部長総務部長総務部長（（（（松田松田松田松田    清孝君清孝君清孝君清孝君）））） 一つ目のご質問でございました管理職についての選挙手当

の関係でございます。 

京都府下の市町村の中におきましては、管理職を投開票事務に充てていないところも

ございますし、また、代休措置をしておるところもあるということで、まちまちでござ

います。 

それと、選挙事務の職に対する義務があるのかどうかということでございますけれど

も、選挙管理委員会の規定があるところでございまして、事務局の関係については、選

挙管理委員長から任命をするということになっておりますし、今回の投開票事務の関係

につきましては、選挙管理委員長から、それぞれの職員について委嘱をしておるという

のが実態でございます。なお、その他の関係につきましても、アルバイト等、投開票事

務も充てておるというところもございますので、きちっとした者についての位置づけは、

ないというように考えておるところでございますが、委託事務等で市町村に来ておるこ

とでございますので、そういった中での対応をしておるということで、理解をいただき

たいというふうに思います。 
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     以上でございます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 高野議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（３３３３番番番番    高野高野高野高野    美好君美好君美好君美好君）））） 最後、選挙の事務だけに限って、お聞きをしておきたい

と思います。 

３月に決めたということですが、本年度の衆議院選挙にかかる当初予算をみますとで

すね、選挙の事務手当、時間外勤務手当ということで、１，８００万円余りが計上され

ています。去年の参議院選挙の決算では、１，８７０万。ほぼ同額が計上されておりま

すが、今回の措置によりますと、管理職は、代休だということでありますから、この予

算は、全額執行ということにならないと思いますが、今回の衆議院選挙の経費は、ほと

んど国からのお金なんですけども、余った金は、国に返上すると、こういうお考えなの

かだけお聞きをして、質問を終わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 松田総務部長。 

○○○○総務部長総務部長総務部長総務部長（（（（松田松田松田松田    清孝君清孝君清孝君清孝君）））） 管理職との関係につきましては、２００万円程度、そうい

った手当の関係については、影響が出ておるということでございます。まだ精算の段階

ということになっておりまして、これから、精算をうっていくところでございます。万

が一、精算におきまして、委託金額との差が出た場合については、返還をしていくとい

うように、認識をいたしておるところでございます。 

        以上でございます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、高野議員の質問を終わります。 

ここで暫時休憩をいたします。 

再開は午後１時１０分といたします。 

午午午午前前前前１１１１１１１１時時時時５９５９５９５９分休憩分休憩分休憩分休憩    

…………………………………………………………………………… 

午後午後午後午後１１１１時時時時００００９９９９分再開分再開分再開分再開    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    それでは、休憩をとき、休憩前に引き続き会議を続けます。 

次に、１６番、外田誠議員の発言を許します。 

外田議員。 

○○○○議議議議員員員員（（（（１１１１６６６６番番番番    外田外田外田外田    誠誠誠誠君君君君）））） 丹政クラブの外田誠でございます。議長のお許しを得ま

したので、９月定例会での一般質問を行います。今回は、３点について質問をいたしま

す。午前中の同僚議員との質問、重複の点もありますけれども、ご答弁のほうをよろし

くお願い申し上げます。 

  まず、第４５回衆議院総選挙についてであります。 

小泉郵政解散とは、正反対の結果となり、民主党が３０８議席を得、自民党が結党後

はじめて第一党の座を明け渡し、下野することとなりました。予想どおり、あるいは予

想外、それぞれの意見がありましょうけれども、これが民意であります。そして、決し

て風によるものではありません。この結果は、必然であったと、私は考えております。
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東西冷戦の終結、バブル経済の崩壊のその頃から、国民は、わが国は、変化をしていか

なければならないことを自覚していたと思っております。小泉元首相が自民党をぶっ壊

すとして、国民から高い支持を得たのは、わが国の政治システムを改革し、この閉塞感

を打破し、新たな国の進むべき道を示してくれることを期待したからであります。しか

し、小泉政治は、三位一体の改革、郵政民営化、市場万能主義的改革など、守るべきも

のを壊し、改めるべきものは、パフォーマンスに終わってしまいました。そして、地方

の疲弊と格差拡大をもたらす結果となりました。また、小泉政治の総括もないまま、総

理総裁がころころ代わり、政策の発言もぶれる、このことも国民の不信と不満を助長さ

せました。このように自民党政治への不満が民主党への不安を上回った。このことが政

権交代を生んだ源だと、私は、考えます。今後、政治システムは、大きく変わることが

予想されます。政治家と官僚と関係団体、業界あるいは、天下り団体等でありますけれ

ども、これらのトライアングルにメスを入れ、予算配分を見直していく。あるいは財源、

権限、人材の地方への委譲、すなわち地方分権の促進、これらは、地方自治体にとって

陳情型政治から自立の政治への転換を意味をいたします。市長はじめ幹部職員の資質向

上が、今以上に求められると思います。国民が変化を望んだ選挙結果をどう総括される

のか。また、政権交代に地方自治体を預かる立場として、どう対応されるのか。市長に

お尋ねをいたします。 

  次に、参与制度の廃止後の支所の体制についてであります。 

合併協議において、激変緩和措置として導入された参与制度も、本年１２月をもって

廃止される予定であります。議会や地域住民からも特別職が多すぎる、人件費の無駄遣

いである等々指摘があったことも事実であります。新市としての一体化と旧町の良さを

残す緩やかな合併、言葉にすれば簡単、きれいでありますが、実務上は、相反すること

が多く、参与は、新市建設と住民要望との板ばさみになることも数多くあったと推測さ

れます。今までのご苦労に感謝を申し上げるところであります。財政状況も厳しく、参

与制度を継続することは、困難でありますが、廃止後、支所の要望が通りにくくなるの

ではないかとの声も聞こえます。今後、支所の体制はどうなるのか、支所長の役職はど

うなるのか、私自身は部長級でなければならないと考えておりますけれども、市長のお

考えをお聞かせください。 

  最後に、新型インフルエンザ対策についてであります。 

現在、すでに１４万人が感染しているとの報道もあり、南丹市においても、園部付属

中学校において学級閉鎖がされるなど、感染拡大が懸念されるところであります。厚労

省は、国民の２割にあたる約２，５００万人が発症し、ピーク時には、一日７６万人が

発症するとの推計を公表しております。そして、１０月には、発症のピークを迎えると

も言われております。健康な方は、通常のインフルエンザの対応で治療可能とのことで

ありますけれども、幼児や妊婦、他の病気をお持ちの方は、重症化する可能性が高いと

言われております。治療薬タミフル、あるいはリベンザ等でありますけれども、それは、
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約５，０００万人分の備蓄があるとされております。しかしながらワクチンは、１０月

の流行には間に合わず、国産の供給量も１，５００万人分程度と見込まれておるようで

あります。また、医療機関においても診察室や入院ベッドの確保に頭を悩ませておると

聞いております。そこでお尋ねをいたします。 

市民への感染拡大阻止に向けた啓発活動をどう強化するのか。南丹市での発症数はど

れぐらいと推計をしているのか。南丹市の医療機関においてワクチンはどれぐらい確保

できる見通しか。医療機関へ府や市は、診療や入院治療に対して、どのように支援、指

導をしておるのか。これらをお答えを願いたいと思います。 

  以上、１回目の質問といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 外田議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、外田議員のご質問にお答えをいたします。 

  まず、今回の総選挙につきまして、ご質問をいただきました。 

先ほどの議員のご質問にもお答えをいたしたところでございますけれども、私自身こ

の総選挙の結果というのは、まさに国民の民意の結果でございますので、重く受け止め

なければならない、このように感じております。また、こういった中で、今、政権交代

ということが現実のものになっていくわけでございます。こういった中で、どういうふ

うな制度、また、予算も含めて、どのように変わっていくのか。これは、まだ政権も誕

生いたしておりませんので、明確なものではない、こういったことでございますので、

それぞれ情報収集にも努めていけなければなりませんし、また、こういった制度変革に

対してどのように市として、地方自治体として対処していくのか、これにつきましては、

十分努力をしていかなければならない、このように考えております。ただ、先ほども申

しましたように地方自治、これは、そこに住まれる市民の皆様方のための政治を推進す

るということでございまして、こういった中で、私も与えられた任期の中で、このこと

を着実に推進していくことが肝要であるというふうに考えております。今、地方分権等

によりまして、それぞれ市の職員、また、私ども理事者の意識の改革もしなければいけ

ませんし、また資質の向上も図っていく、このことは、やはり住民ニーズに的確にとら

える、こういった観点からも大変重要な要素であるというふうに考えております。まさ

に時代の変革というふうな言葉も言われますが、こういった新しい課題に対しましても、

それぞれ市民の皆様方のために、十分な対応ができるように、努力をしていかなければ

ならないというふうに考えておるところでございます。 

  次に、参与制度の問題につきまして、また、支所との体制につきまして、ご質問をい

ただきました。 

これも先ほどの答弁でお答えをいたしたとおりでございます。任期は、本年１２月ま

でとなっておるわけでございますし、こういった中で、４年間大変ご尽力を賜ってまい

りました参与の方々の今日までのそれぞれのご功績、また、ご尽力に対しまして、心か
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ら敬意と感謝を表する次第でございます。ただ、こういった中で来年１月からは、それ

ぞれの支所長、これは、地方自治法上定められております市町村の支所の長は、当該普

通地方公共団体の長の補助機関である職員をもって充てる、というふうに定められてお

ります。当然、この自治法に基づきまして、支所長は、職員をもって対応していく、こ

ういうことになってくると認識をいたしております。また、こういった体制の中で、先

ほど来、申しておりますように、やはり本庁、支所、さらに強い連携のもと、このこと

をいかに市民ニーズに対応していくか、また市民サービスの向上につなげていくかとい

うことが課題でございますので、今、その支所長をはじめとする支所の体制をどのよう

に確定していくのかということを今、検討をいたしておるところでございますので、ご

理解を賜りますように、よろしくお願いを申し上げます。 

  次に、新型インフルエンザの課題でございます。 

ただいまご質問の中でもございましたように、厚生労働省におきまして、現時点にお

きましては、ワクチン５，３００万人分のワクチンが必要であるというふうにしておる

わけでございますが、国内メーカーの生産分は、現時点で１，３００万から１，７００

万人程度までしか供給できない。また、不足分については、海外メーカーと交渉中で、

来春までには、６，０００万人分を確保したいというふうな意向が示されておるわけで

ございますけれども、国内メーカーの供給開始も１０月下旬以降というふうに聞き及ん

でおります。優先対象順位につきましても、今、検討が進められておるという報道をお

聞きしておるわけでございますけれども、まさに今、流行も進んできておるわけでござ

いますので、ワクチンの問題につきましては、国の方針が固まるということを早期に示

していただく中で、京都府とも連携をしながら、市民の皆さん方の対応にも努力をして

いかなければならないと考えております。今、ご質問の中でございましたように、そう

したら市内にどれぐらいのワクチンが回ってくるのかということについては、まだ、ま

ったく決められてないというのが実情ですし、また優先順位、また、どの方にやってい

ただくというのかっていうのは、厚労省のほうで、今、検討を進められておるという段

階でございますので、現時点におきまして、私からお答えできる要素がないわけでござ

いますけれども、何はともあれ、まさに市民の皆様方の健康のことでございますので、

より良き対策が講じられますよう、京都府とも連携を強めながら、努力をしていかなけ

ればならないというふうに考えております。 

また、市内の患者数はどれぐらいになるのかということでございますけれども、様々

な推測がされておるわけでございますが、国民全体の３分の１に近い方が患者になるん

じゃないかというふうな予測までされておる現状でございます。今日までの状況もかん

がみながら、こういった対処を関係当局とも連携をしながら、行っていけなければなら

ないというふうに考えております。こういった中で南丹市の体制といたしましては、４

月２８日に対策会議を設置いたしました。５月１６日からは、南丹市新型インフルエン

ザ対策本部を設置する中で、私を本部長といたしまして、それぞれ対応を協議し、今日
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までその状況を継続いたしておる状況でございます。７月末までは、公立南丹病院が発

熱外来として診察治療を行っていただいてきたわけでございますけれども、京都府と、

また、医師会との協議調整が行われる中で、８月１日からは、一般の医療機関でも受診

ができるようにという形で、感染が疑われる場合は、かかりつけ医にお電話をしていた

だいて、受診していただくというシステムに変わってきておるわけでございます。私ど

ももそれぞれ市民の皆様方に、広報、また、インターネット、ＣＡＴＶ等できる限りの

手段を使いまして、予防につきまして、また、発症が疑われる場合の対応、また、発症

されたときの対応等できる限り早く、また、適切な情報を流してさせていただいておる

わけでございますし、本日も、このようなパンフレットを作成いたしまして、できる限

り市民の皆さん方に、早急にご覧いただけるような体制にも、努力をいたしておるとこ

ろでございます。しかしながら、まだ、ワクチンの対策を含めまして、まだまだ確定で

きてない部分が多々あるわけでございますので、今後とも、京都府や保健所、医師会と

の連携を図りながら、市民の皆様方に、適切に医療を受けていただき、また予防対策を

講じていただく、こういったことにつきましても、市をあげて努力をしていきたいとい

うふうに考えておりますので、今後とものご理解や、また、ご協力を賜りますようにお

願いいたしまして、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

外田議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１６１６１６１６番番番番    外田外田外田外田    誠君誠君誠君誠君）））） ただいま市長から答弁いただきました。 

  一つ目の質問につきましては、再質問という形はありませんが、やはり首長としての

市民の利益を損なわない判断を今後、求めてまいりたい。いろんなところで今までと違

う判断をしなければならない場合も出てくるかと思いますけれども、市民の利益を損な

わないように、よろしくお願いを申し上げたいと、要望とさせていただきます。 

  参与制度につきましてでありますが、もう１月には、新たな体制を組まなければなら

ないということで、まず、いつまでに結論を出されるつもりか、再度質問させていただ

きます。 

そして、議長のご判断をお願いしたいわけですが、でき得れば参与、３人の参与さん、

今後、新たな市の、支所の体制について、どのようにお考えか、少しご発言がいただけ

たらというふうに考えますので、議長よろしくお願いを申し上げます。 

  そして、新型インフルエンザにつきましては、正直申し上げて何も決まっておらんの

かいなというのが、私の今の答弁の感想でございます。ある一定、報道等々で、まだ国

のほうで方向性がきちっとできてないということで、市に大きな責任があるというふう

には言えませんけれども、もう１０月には、大変な感染が拡大するということを、警告

が発せられておりながら、医療機関も、そして、市においても、とりあえず府というこ

とが一番課題だとも思うのですけれども、方針がきちっと出せていないと。特に、先ほ

ども申しましたとおり、妊婦さんであったり、子どものインフルエンザの脳症であった
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り、あるいは病気をお持ちの方であったりは、大変な生死に関わる状況も起き得るとい

うことでございますので、早急に対応していただかなければならない。あまりにも対応

が遅い。この点は、市長云々というよりも、やっぱり上のほう、府なり国のほうへ市当

局からも、きちっとその点指摘をしていただいて、できるだけ早い対応をしていただく

ように要望を出していただきたいというように思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  参与制のことについて、議長でき得ましたら、先ほど申しましたとおりのお願いがあ

れば嬉しく思いますし、再度、インフルエンザにつきましては、いつ頃、ある一定の目

途がつくのか。ワクチンの数であったり、体制であったりという、いつ頃そのことがは

っきりわかるのか、その点だけお聞かせを願いたいと思います。 

  以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） まず、参与さんがご退任になったあとの支所の体制につきま

して、骨格につきましては、先ほどご答弁を申し上げたとおりでございます。この体制

につきまして、これは、まさに検討を今、いたしておるところでございますし、また、

これによって、市民の皆様方の市役所に対する利便性が損なわれるということがないよ

うに、今、準備を進めておるところでございます。スムースな移行ができますように、

今、努力をいたしておるところでございますので、今しばらくのお時間をいただきたい、

このように考えておるところでございます。 

  もう１点、インフルエンザ対策につきましては、私どもも京都府に対しまして、今日

までも様々な要望をお願いをいたしております。また、京都府におきましても、厚生省

に対しましても、様々な情報提供等されておるようにもお聞きしております。私ども大

変この４月２８日に対策会議を設置してから、まさになかなか情報が来ない、また的確

なワクチン予防接種の実施、また、医療体制等につきましての指導、また、こういうふ

うな形で実施するんだということが、大変遅いというふうな認識を私も持っております。

こういった中で、常日頃より京都府、また、保健所とも連携を強めながら、こういうよ

うな対応し、また、決まったことはできるだけ早く、この市において実施してきたとい

うふうに自負をいたしております。これから、まさに感染期が拡大するというふうな大

変な時期になってくるわけでございますので、今、外田議員さんがご指摘いただいたこ

とも十分踏まえながら、予防の推進、また、もし万一そういうようなことが発生した場

合のできる限りの対処、こういうようなことを、さらに努力をしていかなければならな

いと思っておりますので、ご理解を賜りますように、よろしくお願いを申し上げます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ただいまの質問の中に関連があると思いますが、参与からの発

言が求められましたので、それぞれの参与さん、発言があれば許します。なければ結構

です。 
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  中島参与。 

○○○○参与参与参与参与（（（（中島中島中島中島    三夫君三夫君三夫君三夫君）））） 発言せよということでございます。お答えを申し上げたいと思

いますが、参与制度というのは、合併協議の中で、こうした緩やかな合併ということを

基本に、１７年の１２月３１日現在、旧町の町長であり、助役であった人が参与として

残ると、こういうことになっておったと思います。それが、今も話がありましたように

任期は、４年であります。この４年が、今、過ぎようとしておるわけでございますが、

１月以降の問題につきましては、今、市長から答弁をいたしましたように、検討されて

おる最中であります。また、市長の答弁の中で、やはり住民のサービスを落とさないと、

万全を期していくというような答弁がございましたので、それには、異存が私もないわ

けでございます。特に私の担当しております美山というのは、この本所から遠距離にな

っておりますので、住民の皆さんがやはり合併当初、大変不安もあっただろうと思いま

すけれども、この４年間やっぱりこの南丹市になって、いろんな形でご理解もいただい

たし、また、慣れてもいただいた、こういうような状況でございますので、これから、

市長、答弁しましたように、住民サービスを落とさないように、総合支所を堅持しなが

ら、これからも進んでいってほしいなと、こんな思いがしておる次第であります。私の

考えがそういうことでございます。 

  以上でございます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 続いて、発言があれば。 

  外田議員。 

○○○○議議議議員員員員（（（（１６１６１６１６番番番番    外田外田外田外田    誠君誠君誠君誠君）））） 参与制度につきましては、これは、参与さんも今後のこ

とについて大きな責任があると、私は考えます。市長、あるいは副市長の責任ではなく

て、参与さんとして、次の体制をきちっと責任をもって、次ちゃんとする、繋いでいた

だく、そのためにはどうあるべきかと。私なりに、先ほど午前中にも同僚議員から発言

がありましたような体制がどうしても必要であるというのが私の考えでございますので、

その点、よろしく参与さんにもお願い申し上げたい。また、市長にも体制づくりに対し

て、きちっととりまとめられますように、お願い申し上げます。 

それからあとは、インフルエンザについてはできるだけ早く対応をしていただきたい

し、今回、これだけ遅れたということについて、私も少し国なり、府の対応はどうだっ

たのかというのは、今さらどないにもならんわけですけども、今後の糧として、こうい

うことが起きないように、もしワクチンが遅くて、あるいは治療の体制が悪くて、南丹

市内で、やはりいろんな病気が重くなられる方が出るということも考えられますので、

やはりこれは、そうなると、行政にも責任が出てくるのではないかというような危惧も、

私は、しておりますので、できるだけご努力を賜りますように、お願い申し上げます。

要望としまして。 

以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、外田議員の質問を終わります。 
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  次に、２０番、村田憲一議員の発言を許します。 

  村田議員。 

○○○○議議議議員員員員（（（（２０２０２０２０番番番番    村田村田村田村田    憲一君憲一君憲一君憲一君）））） 南風会所属の議席番号２０番、村田憲一でございます。

６月議会に引き続いて、質問席に立たせていただきます。６月には、わが田に水を引く

ようなことを２、３点質問いたしましたところ、市長よりいただいた答弁は、私を含め

て１４名のお方が質問をされましたが、私に対するお答えが一番的確であったと喜んで

いるところです。答弁の中で、秋口には、必ず着工しますということでしたので、間も

なく実現されるものと期待をしながら、議長のお許しを得ましたので、今回は、全市に

関わるグローバルな質問を行ってまいります。 

  はじめに、環境問題でございます。太陽光発電について伺ってまいります。 

地球の温暖化を緩和するため、太陽光発電システムを南丹市の施設に導入しては。南

丹市は地球温暖化対策実行計画を平成２０年より、平成２４年までの５カ年計画を立て

ておられます。地球は、太陽からの熱エネルギーで暖められ、暖められた地球からも宇

宙間へ熱エネルギーを放出しています。このエネルギーのバランスをとり、地球気温を

１５℃と私たちを含めた、生物が生きるのに適した環境を保っているのが温室効果ガス

だと教えていただいております。この地球温暖化は一つの国だけ、一つの都市だけの問

題ではありません。世界的に考え、私たちの住む地球を末永く良い環境を保っていくこ

とが、私たちに課せられたグローバルな課題です。砂漠化の進展、氷原、氷床の減少、

海面の上昇、予想もしない生物の変遷と数えればきりがありません。温室効果ガスの排

出量は、二酸化炭素排出量にして、換算して求められると聞いておりますが、換算の係

数は、電気使用料、キロワットアワー約０．４、また、灯油がキロリットルで２．５、

Ａ重油がキロ約、これも２．７、ガソリンが２．３、軽油が２．６、プロパンガスは、

立米ですが６．０とあります。こうして比べてみると、電気は、油類やプロパンに比べ

て６分の１から１５分の１ということで、電気を使用することにより、温室化が防げる

ことになります。しかし、その電気を発電するために化石燃料を使用していることも確

かです。原子力や水力は、大いに温室効果ガスの搬出を抑制に役立っております。府や

国はもとより、わが南丹市にも、地球温暖化対策に向けた取り組みが義務づけられてお

ります。それにより、冒頭に申した地球温暖化対策実行計画が策定されているのです。

そこで、平成２４年までの期限もあることですので、一番温室化ガスを排出しない太陽

光発電システムの設置をしていただきたい。南丹市では、それらの調査対象として、総

務部で２、企画管理で２、市民部で７、福祉で１４、土木建築で１０、上下水道で５５、

３支所で２４、教育でなんと５３、合計で１６７施設をあげておられます。せめて市民

と福祉を合わせて２１施設あるので、大小合わせて６施設と教育の施設で各町１施設、

合計で１０カ所ぐらいは、太陽光発電システムを設置してほしいと思っておりますが、

市長のお考えをお伺いします。 

  それと関連して、平成２０年６月で廃止になった太陽光発電システムに対する、市よ
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りの一般家庭向けの補助金の件ですが、これにも力を入れていただきたい。今、国の補

助金は、キロワットアワーあたり７万円が補助されております。せめて市でも、キロワ

ットあたり２万円、平成２４年まででも補助金を出していただきたい。温室化をくいと

めるためにも、市長のご英断をお伺いいたします。 

  続いて、農林関係の有害鳥獣対策について伺ってまいります。 

農家にとって有害鳥獣の被害ぐらいがっかりし、腹の立つことはありません。それは

植物とはいえ、自分が愛情を注いで本当に我が子を育むようにして栽培した野菜をはじ

め、作物が一夜のうちに食い荒らされてしまうのです。こんなに鹿や猪を憎く思うこと

は、ほかにはありません。鹿なんか、奈良の公園に行って見ていたらかわいいのに、野

生になるとこんなにも変わるのかと思うことばかりです。動物の愛護団体の人たちが今

の言葉を聞かれたら、叱られるかも知れませんが、鳥獣被害に遭った者でないとわから

ないと思います。先日も、南丹地域野生鳥獣広域捕獲協議会なる会が開かれたと報道さ

れておりました。今秋に向けての捕獲計画を決めたとのことでしたが、本年度２１年度

の計画は市町境をまたぐ山林など、５区域で鹿と猪を駆除することを決めたとありまし

た。昨年は丹波地域での農林関係の被害が、２億５，０００万円に達したとのことです。

捕獲頭数は、鹿と猪で２，８６０頭と報道されております。私が調べたところによりま

すと、南丹市では、捕獲目標の有害鳥獣は鹿の雄雌を合わせて２，７８０頭、猪が４５

０頭、合わせて３，３２０頭となっておりますが、その頭数を決定されるのは、行政が

されるのか、狩猟者、いわゆる猟友会とかが決められるのか、お伺いをいたします。 

また、捕獲した鹿、猪の報償金は鹿が２万円、猪が１万５，０００円と聞いているが、

他の鳥獣、熊、猿、アライグマ、ヌートリア、カラス、川鵜等には、報償金はつかない

のか伺います。 

  以上、環境問題、太陽光発電関係２点と、農林関係の有害鳥獣関係２点の質問を終わ

ります。市長の前回にも優る答弁をお願いいたしまして、この席からの質問を終わらせ

ていただきます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 村田議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、村田憲一議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、地球温暖化の課題につきまして、ご質問をいただきました。 

地球温暖化、まさに世界的な課題でもございますし、今、こういった中で私ども南丹

市といたしましても、それぞれの施策を大変重要な施策と考えまして、先ほどご質問い

ただきましたような地球温暖化対策実行計画、この平成１９年に策定をする中で、市の

事務事業に起因する排出ガス、温暖化効果ガスの削減に取り組んでおるところでござい

ます。こういった中では、施設につきまして、今ご質問いただきましたが、すでに合併

前から八木中学校をはじめとする学校施設をはじめとする施設に、導入をいただいてお

るものも含めまして、現在８施設、キロワットでいいますと、合計１００kw の太陽光発
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電設備が整備済みでございます。こういった中で、今後、他の施設の対応につきまして

も、導入に向けた検討を進めなければならないというふうには、考えておるところでご

ざいます。とりわけ南丹市におきましては、化石燃料からの脱却、また、バイオガス利

用、未利用の資源の活用、こういった中でも、この温暖化防止に対する取り組みを進め

ていかなければならないというふうなことも、今日まで実行いたしてきたわけでござい

ます。こういった中で、今、ご質問にございました太陽光発電につきましての国の補助

金の関係でございますけれども、太陽光発電システムの設置につきまして、平成１７年

度に復旧可能なレベルまで機器が、価格が下がったというようなことで、国の補助金が

廃止されております。南丹市におきましても、国の対応もかんがみまして、平成２０年

５月に補助金を廃止したわけでございますが、その後、洞爺湖サミット、この開催を受

けまして、国の補助が復活しました。補助単価も先ほどご質問の中にございましたが、

当初の１kw あたり２万円から７万円に大幅増額された。また、太陽光発電による余剰電

力の買い取り価格も２倍にするというようなことになってきておりますし、国の動きと

しては、そういうふうな施策をとっておられます。ただ、先ほど申しましたように、地

球温暖化の中で、この太陽光発電のみにとらわれるんじゃなくて、様々なことも市の中

で、今、検討をいたしておるところでございますけれども、こういった地球温暖化に対

する対応というものを、本年度着手をいたしております環境基本計画策定のための住民

の皆様方のアンケート、または、環境審議会でのご意見もお伺いしながら、対応してい

けなければならない、このように考えております。先ほどマニフェストの話もございま

したが、新しい政権を担われるとなっております民主党におけるマニフェストが、ＣＯ₂

が２５％削減という大幅な数字も出されておるわけでございますので、今後、この面に

つきましては、様々な施策が盛り込まれるというふうに思っておりますので、そういっ

た国の動向も踏まえながら、市として、どのようなことが実行できるのか、この点につ

いても、十分な検討を踏まえ、対応していきたいというふうに考えておりますので、ご

理解を賜りますようお願いいたします。 

  次に、有害鳥獣の問題でございます。 

これは毎議会でご指摘を受け、また、南丹市における農林業、農林水産業も含めて、

大変大きな課題であるというふうに私も認識をいたしておりますし、市といたしまして

も、この農林水産物の被害の防止のために努力をいたしております。そういった中で南

丹市有害鳥獣捕獲計画を策定し、その計画に基づきまして、捕獲を実施いたしておると

ころでございます。この捕獲計画数等の設定につきましては、京都府が作成されており

ます第１０次の鳥獣保護事業計画及び特定鳥獣保護管理計画に基づきまして、年度当初

に当該年度におけます猟友会の捕獲班として従事いただく捕獲者の名簿、また、捕獲計

画予定頭数を各支部の猟友会より、ご報告をいただいておるということでございます。

この計画につきましては、旧町ごとの実態にそくしたものとするべく、南丹市猟友会の

皆さん方と調整を、確認を行っております。 
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ご質問をいただきました頭数の決定でございますけれども、この捕獲計画に基づきま

して関係団体、猟友会さん、また、森林組合、農業団体、市議会の皆さん方や農業委員

会、緑の指導員の皆さん、漁業組合の皆さん、そして、京都府、京都市で構成いたして

おります南丹市野生鳥獣被害対策運営協議会、ここにおきまして最終決定を行っていた

だいておるところでございます。 

なお、捕獲につきましての報奨金につきましては、鹿が、先ほどご質問にもございま

したように報奨金１頭あたり２万円、猪が１万５，０００円、猿が３万円、アライグマ、

ヌートリア５，０００円、サギ、川鵜４，０００円等々、それぞれの鳥獣につきまして

も規定をしております。これにつきましては、報奨金の交付対象となりますのは、南丹

市内で有害鳥獣捕獲を目的とした鳥獣捕獲許可に基づき捕獲した鳥獣に対して、この報

奨金交付要綱により、予算の範囲内で報奨金を交付させていただいておるというのが実

態でございますので、ご理解を賜りますようお願いいたしまして、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 村田議員。 

○○○○議議議議員員員員（（（（２０２０２０２０番番番番    村田村田村田村田    憲一君憲一君憲一君憲一君）））） 一つと言いますか、環境問題のみ、第２質問というこ

とでさせていただきたいと思いますが、先ほども申したとおり、地球温暖化対策実行計

画というものを立てておられる、そこに計画の目的というところがございます。皆さん

もお持ちやと思うのですが、計画の目的というところをちょっと線引きましたので、読

み上げさせていただきますが、本計画は、地球温暖化対策推進第２１条及び京都議定書

目標達成計画に基づき、南丹市の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の抑制等に

関する取り組みを、自主的かつ積極的に行い、地球温暖化対策の推進を図ることを目的

とします、いうように書いてもらっておりますので、今も市長の答弁にありましたよう

に全体的に考えて、今、すでに小学校をはじめとする８施設ですかに、設けておると、

太陽光を。しかしながら、この一番公害の少ないと言いますか、太陽光発電をやってい

ただかなければ、この目的とするとしてうたってある。先ほどの答弁のように、今、ひ

っくるめて考えてというのんでは、ただのこの計画書が空念仏になってはしまわないか

と案じておるところでございますが、どちらか補助金をもう一度と。たとえ幾ばくかで

もおっしゃるか、こういう南丹市の施設に、もう、そしたら十は、いかいでも五つぐら

いは、ということがあるのか、それだけをお聞きをさせていただきます。 

  これで終わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） まさに、この南丹市地球温暖化対策実行計画、これはとりわ

け、やっぱり市民の皆さん方から模範となるような、市としても事務事業、市が行って

いる事務事業に対して、温暖化の防止、削減を進めなければならないという目的をもっ

てやっております。ただいま村田議員のご質問にもございましたように、太陽光発電と、

まさに今、大変注目をされておりますし、国のほうも積極的な施策をしていただいてお
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ります。ただ、こういった中で、やはり太陽光だけに止まるわけじゃなくて、他の分野

における、それぞれのバイオガスというふうなこともありますし、それぞれ削減に目的

にしたこと、それぞれ設備との兼ね合いもございます。こういった中でのことも十分に

考える中で、この温暖化施策を、積極的に推し進めていかなければならないということ

は事実でございますので、ここでまず、その対応につきましては、それぞれ検討しなが

ら、導入に向けての検討を進めていかなければならないという、現時点での答弁として

はこのようなことでございますが、そういうこと意識を持って、取り組んでおることを

ご理解いただきたいと思います。 

ただ、補助金の問題につきましては、今日までの先ほど申しました経過もございます。

こういった中で、国の補助施策に対して、プラスするのがいいのか、もしくはまた、別

途の方途で、違う国が補助をしていただかないものをこちらが考えていくのがいのか、

こういったことは、なかなか難しい問題でもございます。こういったことも踏まえて、

この温暖化施策をどう進めていくのかということを、先ほどの答弁でも申しましたよう

に、住民の皆さん方のアンケートもとっておりますし、また、環境審議会でのご意見も

踏まえながら、十分な検討をしていきたいというふうに思っておりますし、やはり、そ

ういったことを早急に実施できるような体制づくりも、進めていかなければならないと

思っておりますので、ご理解や、また、今後とものご指導をよろしくお願いいたします。 

○○○○議議議議長長長長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、村田議員の質問は、終わります。 

ここで暫時休憩をいたします。 

再開は午後２時１５分といたします。 

午後午後午後午後２２２２時時時時００００００００分休憩分休憩分休憩分休憩    

…………………………………………………………………………… 

午後午後午後午後２２２２時時時時１４１４１４１４分再開分再開分再開分再開    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    それでは、休憩をとき、休憩前に引き続き会議を続けます。 

次に、２３番、八木眞議員の発言を許します。 

  八木議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（２３２３２３２３番番番番    八木八木八木八木    眞君眞君眞君眞君）））） 議席番号２３番、八木眞。一般質問をさせていただきま

す。先般、行われました衆議院議員選挙において、長年続いてきた自民党政権に代わり、

民主党政権が誕生することになりました。この選挙の結果は、小選挙区制度の問題もあ

りますが、これほどドラステックに大きく変わるということになろうとは、とても想像

できませんでした。多くの価値観が変わりつつあるのかなと、このように思う中、この

選挙期間中、市長は、特定候補の応援をされてきたようでございますが、普通、多くの

市民代表である市長は、特定候補をあきらかにするようなことを控えるのが、普通であ

ります。しかしながら、何か特定の理由なり、目的があってのことでしたか、お尋ねを

いたします。 

このたびの民主党政権に代わることにより、そのマニフェストから地方自治体には、
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多くの変化、影響をうけると、このように思います。過去、事業推進において特殊、特

別的な発展の仕方をしてきた南丹市の財政は、これから国からの交付金、交付税、補助

金等が大きく変わるのではないかと推測されるわけですが、それに対してどのように対

応されようとしておるのか、お尋ねをいたします。 

  また、この時期に、南丹市２０年度決算をこの９月議会から審議をするわけですが、出

された財政健全化判断比率算定資料には、実質公債費比率１９．７、経常収支比率９５．

８、財政力指数０．３８、それぞれ大きく悪化しております。このような状況のもとに、

平成２２年度の予算を立てることができるのでしょうか。また、２１年度当初事業計画は

どれぐらい進捗しているのか、一応の進捗状況は出ておりますが、市長自身がお考えにな

ってきた、まちづくりは進んでいるのかどうか、お尋ねをいたします。 

国では、次期政権が前政権が５月に成立させた１４兆円の補正予算を凍結するというニ

ュースが流れております。南丹市も、もうすでに補正に組み込んでおり、実際に契約をし、

事業も進んでいるのかと思いますが、このような事業がどういう状態になっていくのか、

お考えをお聞かせ願いたいと思います。もし、このことがストップするようなことがあれ

ば、業者との契約不履行、それを期待した市民の気持ち、全部を裏切る結果になるのでは

ないかと、このように思うところであり、また、このことにより、教育設備にまわされて

おりました耐震化計画等も、大きく変わるのではないだろうか、このように思うところで

ございます。学校教育におきましては、この耐震化計画は、当然やるべきところではあり

ますが、しかしながら、今後、少子化が進むと、学校統合・合併等々の問題も起きる中で、

どのような考えのもとに、この耐震化計画を進められているのか。それに使われた予算が

無駄になるようなことはないのかどうか、お尋ねいたします。 

  次に、都市計画内の中で大規模な工事が、園部の駅から見えるわけでございますが、こ

れは何の工事かお尋ねします。目的、規模、許認可、地元説明・了解等々についてお尋ね

いたします。 

この建築は、多分、建築専門学校の工事と認識しておりますが、この学校は全国から多

くの生徒を呼び込み、当初、下宿先として園部町内に多くのアパートが建設され、住まい

をされていたように思いますが、現在は、学校の直接、寮があり、それに住むことにより、

民間アパートの空き家が５０％以上、空いているということをお聞きします。経営的にも

苦しい状況が続いておりますが、このようなことについて、どのようなお考えを持ってお

られるか、お尋ねいたします。 

また、同じ地域にある都市計画内にある小山東町の区画整理事業は、十数年前から着工

され、ほぼ完成されましたが、しかし、完売できなかった用地を地元要望をもとに南丹市

が買い取り、お願いが出ておりますが、予算計上はどういう目的でされたのか、如何なも

のか。ただいま、大きい資料が今日、出ましたので、読ましていただきますが、一つの事

業を民間でやったあと、どういう事情があろうと、行政があと、責任を持たねばならない

という理由はない。あえて、それをするところにどういう経緯、どういう考え方があるの
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か、お聞きいたします。 

まずは、これだけを質問させていただきます。市長のお考えをお聞かせください。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 八木議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） 八木議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、衆議院選挙における対応につきましてのご質問をいただきました。 

私自身、小選挙区制における特定候補の応援をいたしました。和自身の政治心情、そし

て、今、南丹市が抱える諸問題の中で、この南丹市を含めて京都府第４区から選出する衆

議院議員、この人物につきましては、この特定候補が一番最良であろうと、このことが今

後の南丹市の発展についても、大きな効果を及ぼす、こういった観点をもって、私の政治

信念に基づきまして、特定候補を応援をさせていただいたところでございます。こういっ

た中で、新しい政権が誕生しようといたしております。こういった中で、今、様々な報道

の中で、今日まで既決予算につきましての凍結とか、また、未執行の部分については、凍

結するとか、様々な報道がなされております。ただいま、ご質問の中でございましたよう

に、当然、緊急対策として市の補正に組み込んだ部分もありますし、今後、これは、緊急

対策でございますので、今年度中を目途として、執行していくという意気込みの中で、私

どもとしましても、関連事業も含めまして取り組んでおる事業でございます。既決予算で

ございますので、まさに安心して、このことを早期に執行するというのが、私たちの責務

であるというふうに考えて、今回の審議をお願いします補正予算の中にも組み込んでおり

ます。これが凍結ということになりますと、誠に困難な問題が生じるわけでございまして、

大変憂慮をいたしておるわけでございますけれども、ただ、これも、まだ新政権も発足い

たしておりません。こういった中で新政権が発足したあと、また、１０月に補正予算の審

議が行われるということでございますので、こういたところの推移を十分に見守りながら、

市としての対処を行っていけなければならない、このように考えておりますので、現時点

でのご理解を賜りますように、お願いを申し上げる次第でございます。 

  また、２０年度決算及びその財政状況におきましてのご質問をいただきました。 

２１年度予算につきましては、これまでの補正予算において、先ほども申しましたよう

に、国の生活対策及び経済危機対策、これに歩調を合わせる中でも、９月補正においても

補助金内示があったものなどを中心に計上いたしております。あくまでも地域活性化対策

を念頭におきながら、一部、次年度以降の事業も前倒しもした積極的な予算編成を行って

おるところでございます。 

また、２０年度決算に基づく財政状況でございますが、先ほどご質問の中でもご指摘い

ただきましたように、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率

の状況は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率について

は、いずれも早期健全化基準は、下回っております。こういった中での同法に基づく財政

健全化計画の策定は、不要というふうな状況になっております。しかしながら、実質公債
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費比率の３カ年の平均が、ご指摘のように１９．７％となっております。これは、地方債

協議制度における許可が必要となります基準を超えておりますために、公債費負担適正化

計画を策定する必要があるわけでございます。今後、計画的に地方債の発行額を抑制する

ことにしていかなければならないと思っております。こういった中で、２２年度の当初予

算につきましては、当然、私の任期が控えておりますので、骨格予算とならざるを得ない

わけでございまして、具体的な編成方針は、出せないというふうに考えております。しか

しながら、先ほど申しましたように、地方債の発行額の抑制は、第一に考えることは、不

可欠であるというふうに考えておりますので、こういった基本的な事項については、徹底

していかなければならないというふうに考えておるところでございますので、ご理解を賜

りますように、お願いを申し上げる次第でございます。 

こういった中で、今年度のまちづくり施策につきまして、市長自身は、どのような進捗

率だというふうに考えておるか、という質問でございましたが、今日まで当初予算に掲げ

た部分につきましては、順調に推移しておるというふうには、考えております。ただ、先

ほども申しましたように、それぞれ緊急対策、生活対策の中でそれぞれの事業も持ち、緊

急対策として組み入れておるわけでございますので、これのトータルからすれば、大変、

現時点におきましては、厳しい状況の中で年度内執行を心がけていかなければならないと

いうふうに考えております。様々な先ほど申し上げたような課題はあるわけでございます

けれども、現時点におきましては、やはりそれぞれ既決いただいた予算の速やかな執行、

また、今議会において補正をお願いしております、それぞれの事業につきまして、速やか

に実施していく、こういった決意をいたしておりますので、ご理解やご協力を賜りますよ

うに、お願いを申し上げる次第でございます。 

また、そういった中で学校教育施設の耐震化施策につきましてのご質問もいただきまし

たが、これも当然、国の施策として、緊急対策に取り組んでおるわけでございますので、

私どもといたしましては、当然、この組み入れられました予算、既決予算の速やかな執行

に取り組んでいく、こういうふうに考えておりますので、ご理解を賜りますようお願いを

申し上げます。 

なお、この施設整備の教育施設の整備の関係でございますので、その他の状況につきま

しては、教育長から答弁をしていただきます。 

また、二本松学院におけます市街化区域における開発行為につきまして、建築物の建築

を目的とした土地区画計画形質の変更でございまして、開発区域の面積が５００㎡以上の

ときに、都市計画法上の開発許可申請の対象となり、また、面積が３００㎡以上、計画戸

数３戸以上のときに、南丹市開発行為等の基準及び手続きに関する条例の対象となります。

今回の事案につきましては、面積が７万㎡でありまして、都市計画法並びに条例の許可対

象になりまして、道路構造、排水計画、法面の安全性等につきまして、この法令等の基準

を遵守していただいております。そういった中で許可等が行われており、開発計画上の問

題はございません。また、学生寮につきましても、都市計画法の用途及び建築基準法の構
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造等法令の基準に合致したものとなっており、問題はないというふうに認識をいたしてお

ります。 

こういった中で、今、ご質問にございました小山東町区における土地区画整理事業でご

ざいますけれども、この開発計画、昭和５４年に提示をされました京都府住宅供給公社の

団地開発計画案から、昭和６３年に建設省より指定を受けました生涯学習の村まで、いく

つかの整備構想、また、整備計画を進め上げてまいりましたが、その開発計画につきまし

て、旧園部町が開発を進める計画をいたしておりました。こういった中で、行政の財政負

担を軽減する手法としての組合施工による区画整理事業に変更されたものでございまして、

組合としても保留地の販売に努力されてまいりましたが、現在、保留地が残っておる状況

がございます。こういった中で、市といたしましても、小山東町区における土地区画整理

事業は、旧園部町のまちづくりの基幹事業としての位置づけで実施されたものでございま

して、現在、保留地が残っているということは、旧町のまちづくりの上での大きな課題に

もなっております。この課題を南丹市としても整理するために、今議会において、補正予

算を上程させていただいおるところでございます。 

どうぞ、ご理解を賜りますように、お願いを申し上げる次第でございます。 

以上、私からの答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    続いて、答弁を求めます。 

牧野教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（（（（牧野牧野牧野牧野    修君修君修君修君）））） 八木議員のご質問にお答えをいたします。 

  学校耐震化についてでありますが、学校耐震化改修につきましては、今までの答弁でも

述べてきたところでありますが、昭和５６年以前に建築された幼稚園１棟、小学校２２棟、

中学校９棟、計３２棟の耐震診断及び耐力度調査を実施し、要補強と診断された２５棟、

要改築と診断された２棟について、学校規模や児童・生徒数、また、経過年数、災害時の

避難場所としての位置づけも勘案した順位づけの検討のもとで、順次、耐震補強工事及び

改築工事を進めているところであります。今回の補正で八木小学校校舎３棟、殿田中学校

校舎２棟、美山中学校体育館１棟を計上させていただいたところです。この耐震補強が完

了しますと、要補強とされた学校施設の４０％の改修が完了することになります。また、

大規模な地震に対して、倒壊や崩壊の危険性の高いとされるＩＳ値０．３以下の施設につ

いては、１００％完了することとなります。なお、ＩＳ値０．３以下の公立小中学校等の

耐震改修については、地震対策特別措置法改正により、平成２０年度から平成２２年度末

まで、国庫補助金のかさ上げ支援措置がされており、有利な条件のもと、計画どおり耐震

改修が進められてきたところであり、今後も引き続き、耐震補強工事を進めていく計画で

あります。 

先ほども述べましたように、安心・安全の確保のため、ＩＳ値が０．３以下の施設につ

いて、優先的に補強していたところではありますが、五ケ荘の統合なり、あるいは殿田小

学校の改築を保護者、地域の皆さん方のご意見、ご理解や、あるいは関係者のご理解のも
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とで進めさせていただいてきたところでありますが、次の段階として、学校現状において、

適正規模・適正配置も関連して、施設の充実について考えていくべきときにきているとこ

ろだと思っておるところであります。 

また、複々式学級を、あるいは複々式学級を抱える学校が増えていく、そういう状況の

中で少子化も進む、その現状を踏まえながら、保護者の方から意見を聞く場を持ちながら、

施設の充実についても進めてまいりたいとこのように考えておりますので、ご理解賜りま

すようお願い申し上げ、答弁とさせていただきます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    答弁が終わりました。 

  八木議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（２３２３２３２３番番番番    八木八木八木八木    眞君眞君眞君眞君）））） 今、市長、教育長のお話を聞いていて、本当に楽観的だ

な、このような思いでおります。なぜなら、今、時代は、真に大きく変わろうとしてい

るわけです。いわゆる自由競争社会から友愛の社会、お互いを助け合う、人間を大切に

する、お金がなくても、そういうことをやっていかねばならない社会づくりになってし

まったわけです。このことの重さは、例えば、民主党のマニフェストがどのようなこと

を書いているかと申しますと、ＦＴＡ実施となると、南丹市の農業はどうなるんだろう、

自由競争ですよ、これ。また、高速道路が無料化になると、南丹市の交通網はどうなる

んだろう。特に、南丹市が佐々木市長、一番最初のときから一生懸命力を入れてこられ

た子育て支援、それ以上に大きく変わろうとしているわけです。小・中学生、月額２万

６，０００円、年間３１万２，０００円、こういう施策がとられようとするわけでござ

います。雇用の最低賃金は、時間あたり１，０００円以上にすべきであると。これで中

小企業、零細企業が成り立っていくでしょうか。南丹市にある工場は、企業は、ほとん

ど中小・零細企業であります。私は聞いていて、あまりにも楽観的であるので、市長が

おっしゃいました、私は、来年の４月までですので、骨格予算を組んだら、それでもう

終わりと、そのように聞こえるようでした。お辞めになるんかいなと、私は思いました。

決して、そんなことはないだろう、このように思うわけですけれども、やはりそのとき、

そのとき、時代が大きく変わるときには、指導者というものは、瞬時に動かなければな

らない。そして、その時々で推測し、判断をしていく能力がなければならない。時を失

することが大変なことになると、住民の幸せがどこかへ吹っ飛んでいってしまうことに

なる。私は、過去、多くの指導者たちから、いろんな本を読んで聞いており、学んでお

ります。このことについても、もう一度、市長のこれほど切羽詰まった大きく時代が変

わる時期での、市長の確固たる姿勢を示していただきたい。そのことが、ああ今度新し

い政権になったから、私たちの生活はどうなるんだろう。非常に今、市民は、心配して

おります。そのことについて確固たる信念を市長は、述べていただきたい、このように

思うところでございます。 

     財政につきましても多くの分析をし、また、先ほど来、いろんな方が述べられており

ますので、心配して、心配して当然のことであり、これ国の予算が変わってきたら、大



 - 43 - 

きく変わるんです。価値観が違うんです。今まで私たちが５０年間累々としてやってき

た自民党政権とは、まったく違った形ができてくると。やはり、このことは、自治体に

も及んでくることと、このように思います。 

  以上で、私の２回目の質問を終わらせていただきます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） ただいま、八木議員がご質問の中で申されました、まさに政

権交代という中で、新たなる民主党のマニフェストを中心としたものに基づきまして、

この選挙が行われたわけでございます。そして、来週早々、新しい政権が誕生するとい

うふうな形になっておるわけでございますし、当然、政権が交代したわけでございます

し、また、マニフェストで示されておるような各種の施策が実行に移されようとするわ

けでございますけれども、こういった中で十分、南丹市としても、市民の皆様方のため

になる行政というものを念頭において、やっぱり申すべきことは、申し上げなければい

けませんし、また、お願いすることは、お願いしていかなければならない。当然、国と

府と市という、この行政というつながりがあるわけでございますので、こういった視点

に立って努力をしていかなければならない、こういった点も考えなければいけないとい

うふうに思っております。今、様々な課題と言いますか、問題点もご質問の中でご指摘

いただきました。まさに厳しい、この現状の中で、様々な施策について、この情報収集

も含めて、市民の皆様方のために対処できるような、適切な対処をできるように努力を

いたしてまいりたいと、このように考えております。 

先ほどのご質問の中で、次年度の２２年度予算につきましては、当然、私の任期が来年

４月までとなっておりますので、こういった中での提案する来年度予算につきましては、

骨格予算、こういう形にならざるを得ないというのが、私に与えられた任期ということか

ら、現時点におきましては、このようなことを申すことしかないわけでございますが、先

ほど申しましたように、しかし、将来にわたっての南丹市を考える上で、この財政状況、

この辺を十分踏まえた上での、今後のまちづくりを進めていかなければならないというこ

とは、さらにその気持ちを、今、強くいたしておるところでございますので、ご指導を賜

りながら努力をしていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いを申し上

げまして、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    八木議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（２３２３２３２３番番番番    八木八木八木八木    眞君眞君眞君眞君）））） 一言お願いいたします。世の中の価値観が大きく変わる。

今までの国、府、そして市政、これではないんです。市長自らが、私は、こういうまち

づくりをしたいんだ、このことから始まる。私は、みんなをこういう具合にして幸せに

していこう、みんなの意見をこのようにして集約していこう、このことから始まる社会

が来るのではないでしょうか。まったく価値観の違う時代が来ると。今までのアメリカ

型の金銭を追う、お金を追う社会から、自分たちの幸せは、何だろう、このようなこと
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から始まる社会がきっと来る。このことに対して、環境もしかり、すべての私たちの住

環境もしかり、いろいろ変わると。このように価値観が変わっていくことについて、私

は、述べておきたい。そのことによって、質問を終わります。 

   ありがとうございました。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、八木議員の質問を終わります。 

 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治繁治繁治繁治君君君君）））） 本日の会議は、この程度といたします。 

明日、９月９日午前１０時より再開して、一般質問を続けます。 

本日は、これにて散会をいたします。 

ご苦労さんでした。 

 

午後午後午後午後２２２２時時時時４４４４５５５５分散会分散会分散会分散会    

  

 

 

 


